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はじめに

　本稿の目的は、日本国内の文化人類学・社会人類学・民族学分野（以下、
文化人類学分野と総称）におけるアメリカ合衆国およびカナダ国内に居住
する先住民 ŗ（以下、北米先住民と総称）研究の歴史と現状を概観すると
ともに、同研究の発展的な未来を見据えた今後の課題を民族誌リアリズム
批判や調査対象コミュニティーの知的財産保護といった観点から検討する
ことにある。なお本稿の前半部を占める研究動向については、ŗşŞŖ年代ま
での動向を青柳、綾部、岡田（青柳・綾部 ŗşŞŜ；青柳 ŗşşŜ；岡田 ŗşşŜ）、
ŗşşŖ年代以降は岸上の研究動向論文（KishigamiȱŘŖŖŚd）を主要参照先とし
たことを予め断っておく。
　日本国内の文化人類学分野の上部学会組織である日本文化人類学会（旧
日本民族学会）発行の『日本文化人類学会会員名簿【文化人類学第 ŝŗ巻別冊】
（ŘŖŖŜ年 Ş月 řŗ日現在）』によると、ŘŖŖŜ年 Ş月 řŗ日現在での物故会員を
除く学会員数 ŗşŗŗ名の中で ŗŜŖ名の会員が自身の研究対象地域（複数回答
有り）に北米を挙げていた（日本文化人類学会ȱŘŖŖŜ）。ただし、多くの学生
会員や賛助会員などが研究対象地域欄を空白にしているため（řŝŘ名）、ŗŜŖ
名／ ŗśřş名（ŗşŗŗ名－ řŝŘ名）が北米を研究対象地とする遡及可能な学会
員数であるといえる。筆者が調べたところ、この全学会員数の ŗŖǯŚパーセ
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ントを占める北米研究者の中で北米先住民に関する研究成果を公開してい
るのは Řř名（研究対象地域遡及可能な ŗśřş名全会員の ŗǯśパーセント）に
留まる。このことから日本国内の文化人類学分野の上部学会である日本文
化人類学会において北米先住民研究は研究者人口が極めて少ない分野であ
ることが理解できよう。Ř

　文化人類学分野における北米先住民研究自体は小規模なものではあるが、
その研究テーマは多岐に渡る。ŘŖŖŝ年 ř月末日現在までに日本国内で公開
されてきた個別テーマとして以下を挙げることが出来る。数量的に最も多
い「生業」や「水産・海洋資源管理」をはじめ、「総論」、「言語」、「社会・
文化変容」、「神話・世界観」、「都市」、「宗教・儀礼」、「アート」、「他者表象」、
「ジェンダー」、「親族」、「紀行」、「アイデンティティ」、「歴史」、「命名方法
や民俗的知識」、「教育」、「交易・経済」、「開発」、「政治・権利問題」、「医療」、
「観光」、「住居」、「移住」、「食」、「博物館」、「遊び」といった研究テーマで
ある。この様にテーマに幅が見られるのは、個々の研究者の幅広い問題関
心に依拠しているばかりではなく、現地に赴き、北米先住民コミュニティー
にて生活を共にすることで、彼ら／彼女らが抱える同時代的な社会問題を
肌で感じながら民族誌記述を志すフィールドワークという調査手法を重要
視する文化人類学分野自体の学問的特徴と深く関わっているためである。
　この様に、今日では多様なテーマを抱える文化人類学分野の北米先住民
研究ではあるが、その歴史を振り返ると ŗşŞŖ年代までは考古学的研究が主
流を占めており、şŖ年代に入ってからようやく文化人類学的研究と言語学
的研究がそれまでの考古学的研究を数の上で凌いでくるのである。次にそ
うした研究テーマの変遷や地域ごとの文化人類学分野における北米先住民
研究を振り返ってみることにしよう。

ŗǯȱȱ歴史と現状

　文化人類学分野における北米先住民研究は歴史的経緯やその後の研究成
果の蓄積により以下の四つの地域に大別することが出来る。ȱ①アラスカ、②
カナダ極北地域、③亜極北・北西海岸・カナダ南部、④アメリカ合衆国本
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土の四地域である。以下では地域ごとに展開してきた研究蓄積の概略を極
めて簡単に紹介する。
　日本国内の文化人類学分野における北米先住民研究の先がけは、ŗşŜŖ年
に行われた明治大学アラスカ調査団であった。この調査団には日本の文化
人類学分野の創設に携わった岡正雄をはじめ、祖父江孝夫、岡田宏明、蒲
生正男、宮岡伯人といった調査団発足以前から日本国内の文化人類学分野
をリードしていた研究者達が名を連ねていた。彼らのアプローチは遺跡の
発掘やライフヒストリーを通した過去と現在の生活や集落の移動と変遷に
注目する民族考古学、言語や方言に注目する言語人類学、そして生業活動
に注目する生態人類学に収斂していた。アラスカ調査は第二次（ŗşŜŘ年）、
第三次（ŗşŜŝ年）まで継続され、ř そこで得られた調査成果は ŗşŝŞ年に国
立民族学博物館で開催された国際シンポジウム「アラスカの文化と歴史」
などにて公開され、北米から招かれた研究者達に共有されることとなった
（KotaniȱandȱWorkmanȱŗşŞŖ）。
　ŗşŞŖ年代に入り文部省科学研究費補助金の交付を得たアラスカ研究は、
岡千曲、岡田宏明、岡田淳子、蒲生正男、宮岡伯人といった ŗşŜŖ年代に
行われた調査団のメンバーを核として行われた（第一次 ŗşŞŖ年度、第二
次 ŗşŞŘ年度、第三次 ŗşŞŚ年度）。ŗşŞŖ年代のアラスカ調査は言語学・民族
考古学的な視点に則った内容であり、その研究成果は ŗşŞŜ年の日本民族学
会研究大会の分科会「アラスカの言語・文化・歴史」にて公開されている。
ŗşŞŝ年に行われた早稲田大学北方言語・文化研究会主催のシンポジウムや
それをまとめた『民族接触―北の視点から』の刊行をはじめ、ŗşşŗ年に
北海道網走市に開館した北海道立北方民族博物館での国際シンポジウムや
その報告書『北方民族文化シンポジウム報告』、ならびに同館の紀要『北海
道立北方民族博物館研究紀要』を媒体として、日本人によるアラスカ研究
成果が徐々に蓄積されてきた。ŗşşŖ年代に入り益子待也によるトリンギッ
トの儀礼や世界観研究（益子ȱŗşŞŘ、ŗşşŘ、ŗşşř、ŘŖŖŘ、ŘŖŖś、ŘŖŖŜ）、井上
敏明によるグイッチンを対象としたアイデンティティ研究や自然資源管理
に関する研究（井上ȱ ŗşşŜ、ŗşşş、ŘŖŖŗ、ŘŖŖř、ŘŖŖŚ、ŘŖŖś、ŘŖŖŜ、ŘŖŖŝ）、
岡庭義行による ŗş世紀末にキリスト教へ改宗しアラスカ・アネット島に移
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住したアラスカ・チムシャンのダンカン・ソサイエティーに関する歴史や
先住権の問題についての一連の研究などが継続的に行われているため（岡
庭ȱŗşşŞa、ŗşşŞb、ŗşşŞc、ŘŖŖŜb）、日本国内におけるアラスカ研究は北米先
住民研究分野において精力的に行われている地域であるといえよう。
　次にカナダ極北地域における研究成果に目を転じてみる。岡田がまとめ
たように ŗşŞŖ年代半ばまでのエスキモー研究はアラスカ地域に集中してい
たが、スチュアートȱヘンリを中心とする調査団発足を機に北西準州での継
続的な考古学・民族学調査が行われるようになってきた（岡田（宏）ȱŗşşŜ）。
そしてカナダ極北地域におけるカナダ・イヌイットを対象とした研究は、
今日の文化人類学分野における北米先住民研究の中で最も活発な研究が行
われている対象地域へと発展してきた。
　トロント大学で極北考古学を学んだスチュアートは民族考古学をそもそ
もの専門領域としており、ŗşŝś年にペリー湾岸で民族考古学的調査を開始
した。ŗşşŖ年に生業活動の実態把握という民族学的関心に移行したスチュ
アートは早稲田大学大学院での師弟関係にあり、既に ŗşŞŚ年にハドソン湾
東部のアクリヴィク村にて社会人類学的調査を始めていた岸上伸啓や、大
村敬一を調査に参加させペリー湾岸での民族誌的調査を再開した。スチュ
アートはネツリック・イヌイットの狩猟と漁労活動が彼らのアイデンティ
ティ形成に重要な意味を持つことなどを明らかにし（スチュアートȱ ŗşşŖ、
ŗşşŗa、ŗşşŘ、ŗşşřa）、岸上は彼らの社会構造や近代化に伴う社会変化、海
獣の肉の拡大家族間での食料分配など親族関係に注目する社会人類学的な
研究成果を ŗşŞŖ年代後半から şŖ年代前半までに多数残しており、それら
の多くを『極北の民―カナダ・イヌイット』にまとめている（岸上ȱŗşŞŝ、
ŗşŞŞ、ŗşşŗ、ŗşşŚc、ŗşşŞa）。大村は民俗語彙の採集や色彩や人体部位、空
間といった彼らの認識を調査し色彩の重要性を明らかにしている（大村ȱ
ŗşşś、ŗşşŜa）。また、大村はソープストーン彫刻をはじめとするアートに
注目し、その象徴的意味の考察やアイデンティティ形成上の役割について
の研究成果も残している（大村ȱŗşşŜb、ŘŖŖŗb）。
　ここで挙げた三名はその後個々にも精力的な現地調査を行っており、ス
チュアートは「エスキモー」から「イヌイット」へのマスメディアにおけ
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る表象の変遷と狩猟活動の変容の関係性について（スチュアートȱ ŗşşŞa、
ŘŖŖśe）、岸上はヌナヴィク・イヌイット社会におけるキリスト教の浸透や
社会変容、社会構造、政府主導の狩猟プログラムによる新たな食料分配と
アイデンティティ形成、海洋資源の利用と管理などについて（岸上ȱ ŗşşŘa、
ŗşşŞc、ŘŖŖŗa、ŘŖŖŘa、ŘŖŖŘb、ŘŖŖŘd、ŘŖŖřc）、大村は野生生物や海洋資
源利用と管理における伝統的生物学的知識の利用について（大村ȱ ŘŖŖŘb、
ŘŖŖŘc、ŘŖŖŘd、ŘŖŖřa、ŘŖŖřb、ŘŖŖřc、ŘŖŖśb、ŘŖŖśd）、それぞれ広範な研
究成果を残している。彼ら三名がリードするカナダ・イヌイットに関する
多岐に渡る研究成果は今日では日本国内におけるカナダ極北地域の先住民
研究の礎となっているばかりか、現代社会を生きる狩猟採集民社会の詳細
で先端的な研究成果として日本国内の文化人類学分野全般での評価も非常
に高い。
　では、亜極北・北西海岸・カナダ南部という極北地域を除いたカナダ国
内地域の先住民を対象とした日本国内で蓄積されてきた研究にはどのよう
なものがあるのだろうか。亜極北地域では ŗşŜŖ年代から ŗşşŖ年代にかけ
て原、煎本、新保、大曲らが調査を行ってきた。原は北西部のヘアー・インディ
アンを対象とする調査を ŗşŜŖ年代から行っており当時盛況を呈した文化人
類学分野の親族研究に対する貢献をしてきた（原ȱŗşŜŝ、ŗşŝŖ、ŗşŞş）。煎本
は ŗşŝŖ年代半ばにチペワヤンで生態人類学的実地調査を行ったトナカイ猟
やカリブー猟についての研究成果を（煎本ȱ ŗşŞŖ、ŗşŞŗ）、新保は ŗşŞŖ年代
末から şŖ年代にかけてデネー社会で調査を行い、学校教育という現場から
彼らの都市移住を含む社会変化を追った研究成果を残している（新保ȱŗşŜŝ、
ŗşŜŞ、ŗşşř、ŗşşş）。
　ŗşşŖ年代に入り、ジェームズベイ・クリーの伝統的知識を調査した大曲
佳世や、カナダ北西海岸のバンクーバー島南部のサーニッチにおける伝統
文化の現代的意味を考察した渥美一弥、そして同じくバンクーバー島のク
ワクワカワクゥ（クワキウトル）漁業生活者社会での長期フィールドワー
クに基づき彼らの商業的漁業活動と伝統的海洋資源管理に関する研究を継
続して行ってきた立川陽仁の若手研究者三名が、近年研究成果を博士論文
にまとめている（OhmagariȱŗşşŜ；渥美ȱŘŖŖŝ；立川ȱŘŖŖŝ）。北西海岸地域に



┙ᢎ䭩䮨䮱䭲䮺䯂䮀䮆䮎䭪䯃䮁114 115ᣣᧄ䬺䬙䬠䭚ർ☨వ૑᳃⎇ⓥ䬽ᱧผ䬷⃻⁁䙶ᢥൻੱ㘃ቇಽ㊁

相当するブリティッシュ・コロンビア州にはカナダ連邦政府が承認してい
る約 ŜŖŖの先住民のバンド（ファースト・ネーション）と呼ばれる行政組
織の内の約 ŘŖŖが存在しており、上記したサーニッチやクワクワカワクゥ
以外にはニスガーとシーシェルトの先住権の主張やカナダ政府との条約締
結について山田亨が（山田ȱŘŖŖś）、メトラカトラの観光化やアートに関する
研究を齋藤玲子が行っている（齋藤ȱŘŖŖŖ）。また岩崎グッドマンまさみは日
本のアイヌ研究やカナダ西部極北地域に住むイヌビアルイトの他に主にブ
リティッシュ・コロンビア州のコームラント島に居住するナムギースの人々
によるサケ漁や水産資源管理についての研究を継続的に行っており（岩崎
グッドマンȱ ŗşşş、ŘŖŖŘa、ŘŖŖŘb）、日本国内の北西海岸地域研究は ŗşşŖ年
代以降確実に発展してきている。
　カナダ南部については ŗşşŜ年以降岸上による都市在住先住民コミュニ
ティーの文化人類学的調査が行われている（岸上ȱ ŗşşşb、ŗşşşc、ŗşşşd、
ŘŖŖŘc、ŘŖŖŜb、ŘŖŖŜc）。ŗş世紀半ばのフランツ・ボアズによるイヌイッ
トに関する文化人類学的研究以来、都市在住のイヌイット研究は殆ど行わ
れていない状況にあった。ケベック州モントリオール地区在住イヌイット
へのインタビューを通して、都市への移動理由や都市生活の状況、出身地
との関係、コミュニティー形成過程などを主要項目とした調査を行った。
ŘŖŖŗ年のカナダの国勢調査によると、イヌイットの総人口は約 ŚśŖŖŖ人で
あるが、その内約 śŖŖŖ人がオタワやエドモントン、モントリオール、トロ
ント、バンクーバーといったカナダ南部の大都市を生活の拠点としている
（岸上 ŘŖŖŜb；スチュアート・岸上ȱ ŘŖŖŝ）。こうしたイヌイットの現実を考
えるとカナダ南部の都市人類学的研究の今後のさらなる発展が期待される。
　最後にアメリカ合衆国本土で実施されてきた日本人研究者による調査と
その研究成果について概略を示したい。アラスカを除くアメリカ合衆国国
内の先住民研究の指導的な立場にある青柳清孝はシカゴやアルバカーキと
いった大都市にて都市人類学的調査を行い、都市在住先住民のライフヒス
トリーを収集してきた（青柳ȱ ŗşşŞa、ŗşşŞb、ŗşşş）。また、様々な地域か
ら都市に移住してきた者達の子供が人種統合という目的のために寄せ集め
られるマグネット・スクールと呼ばれる教育システムやその問題に関する
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研究成果を残している他に（青柳ȱ ŗşşŞb、ŘŖŖŗ）、近年ではアメリカ先住民
保留地内での部族政府による経営が連邦政府によって認められているイン
ディアン・カジノについて経済開発という視点から考察を残している（青
柳ȱ ŘŖŖŖ）。他には青木晴夫や高橋順一の言語学的研究や（青木ȱ ŗşŝŘ；高橋ȱ
ŗşŞśa、ŗşŞśb、ŗşŞŜ）、北沢方邦の構造人類学的な手法によるアリゾナ州に
居留地を有するホピの世界観の分析（北沢ȱ ŗşşś）、同化主義政策の下での
個々の部族の伝統が汎インディアン的な内容に置き換わりつつある状況と
個々人のアイデンティティのあり方の関係性について考察した谷本和子な
どの研究成果がある（谷本ȱ ŗşşŞa）。谷本は ŘŖŖŖ年代以降調査対象をネズ・
パースからナヴァホに移行し、出場者の伝統性を重んじるミス・ナヴァホ・
コンテストについての研究を始めている（谷本ȱŘŖŖŜ）。また玉山はニューメ
キシコ州のラグーナ・プエブロ社会におけるウラン鉱山での放射能被爆と
部族政府による対応や NGOによる被爆者救済プログラムに注目した研究
を開始した（玉山ȱŘŖŖŜ）。一風変わった研究として伊藤敦規が行っているホ
ピと日本のマーケットや知的財産権についての調査と研究を挙げておこう。
伊藤はフィールドワーク対象を先住民社会だけ限定するのではなく、今日
巨大なマーケットに成長している日本市場におけるホピ製のジュエリーの
流通過程や販売店舗への実地調査を行い、日本企業や個々の店舗による模
倣品製造や違法販売事例を提示した（伊藤ȱŘŖŖś、ŘŖŖŜ、ŘŖŖŝb）。日本国内の
市場調査で得た情報や対応策をホピの作家やギャラリー経営者、部族政府
関係者等に提供することで問題意識を共有し彼らと共同で市場管理と知的
財産権の保護を志向する実践的な研究を開始している（伊藤ȱŘŖŖŝa）。
　こうした研究成果が蓄積されつつあるものの、日本国内の文化人類学分
野における北米先住民研究はカナダ研究が圧倒的多数を占めている。北米
先住民の人口（カナダ約 şŞ万人：ŘŖŖŗ年、アメリカ合衆国約 ŘŞŚ万人：
ŘŖŖŖ年）を考慮すると非常に偏りのある地域研究となっていることが分か
る。この事実は青柳が文化人類学分野の北米研究（北米先住民研究に特化
しない）を振り返った ŗşŞŜ年に「アメリカ研究に対してカナダ研究の量が
著しく少ない」と指摘した点が、ŘŖŖŝ年現在では逆転していることを表し
ている（青柳・綾部ȱ ŗşŞŜ）。また、青柳が ŗşşŜ年の研究動向をまとめた論
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文で述べているように、「これまでの研究事例は部族集団の数からいっても
決して充分であるとはいえず、研究内容も対象とした部族集団の全貌を把
握するものであったとはいいがたい」という状況はその後 ŗŖ年を経た ŘŖŖŝ
年においても殆ど変わっていない（青柳ȱŗşşŜ）。確かに、社会学やネイティ
ヴ・アメリカン・スタディーズといった文化人類学分野の隣接研究領域の
研究者が長短のフィールドワークを経た後に公開した諸研究の中には、合
衆国本土の先住民の現在の姿や社会問題を描いた業績がいくつかある（阿
部ȱ ŗşşŚ、ŘŖŖśa、ŘŖŖśb；石山ȱ ŘŖŖŚ、ŘŖŖŜ；鎌田ȱ ŘŖŖŜ；牧田ȱ ŗşşŞ、ŘŖŖŖ；
馬籠ȱ ŗşşş；水野ȱ ŘŖŖś）。しかし、文化人類学分野に限ってみると、ŗşŝŖ年
に刊行された永田脩一の博士論文は長期フィールドワークに基づくホピの
社会変化についての詳細な民族誌であるが（NagataȱŗşŝŖ）、それ以降、日
本人研究者による先住民保留地やコミュニティーでの長期間のフィールド
ワークで得た知見を基とする研究成果の公開は殆ど為されていないのであ
る。

Řǯȱȱ今後の文化人類学分野の北米先住民研究

　これまで概観してきたように、日本国内における文化人類学分野の北米
先住民研究ではアラスカやカナダの先住民研究に比べアメリカ合衆国本土
の先住民研究が圧倒的に少ないことが明確になった。こうした傾向が現れ
る背景にはどの様な要因が考えられるのであろうか。想定可能な諸要因と
共に今後の北米先住民研究一般の将来的発展を見据えて幾つかの課題を提
示してみることにする。
　岸上が述べているように、アラスカやカナダにおける日本国内の文化人
類学分野の研究が ŗşŜŖ年代以降発展してきた要因は、文部科学省の科学
研究費補助金という研究資金の獲得をはじめ、国立民族学博物館や北海道
立北方民族博物館が主催するシンポジウムでの研究者間の交流や研究成果
公開の場が整備されてきたこと、さらに研究領域を開拓してきた研究者か
ら次世代の研究者への指導が行われてきた教育的背景などが相互に関連し
てきたことを挙げることが出来よう（KishigamiȱŘŖŖŚd）。他方、アメリカ
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合衆国本土の先住民研究には、近年の動向として、ŘŖŖŜ年の阿部珠理によ
るアメリカ学会内でのアメリカ先住民分科会開催や、同年岸上伸啓を研究
代表者とする国立民族学博物館での共同研究会（北アメリカ先住民の開発）
開催によって、専門地域や研究領域を超えた研究者間の交流が促進されつ
つある状況になってきてはいるが、Ś 過去において上記したようなアラスカ
やカナダにおける日本国内の文化人類学分野の発展に寄与するような基盤
は殆ど形成されてこなかった。研究者自体の数が非常に乏しい状況におい
て日本文化人類学会の研究大会で分科会が開かれることはなく、またその
ために研究者間の交流の場は設けられてこなかったのだ。
　こうした日本国内における諸事情とは別に、研究対象となる人々が学者
の研究調査行為を敬遠・禁止してきた事実を見逃すことは出来ない。合衆
国南西部のプエブロ諸部族は既に ŗşŘŖ年代から観光客や学術研究者等に
対し儀礼を非公開にしたり宗教的知識や外部者による自文化の表象を拒否
したりする「秘密主義」を戦略的に用いてきた（鈴木ȱ ŘŖŖŖ；水野ȱ ŘŖŖś）。
こうした外部者による表象を規制する状況は今日まで続いている。例え
ばホピ保留地内には ŗřの村落があり、各村落の入り口にはそれぞれ写真
撮影・スケッチ・録音行為・徘徊・物品の無断持ち出しや移動などを禁
止する旨が書かれた大きな立て看板が立てかけられている（ヴォウテルスȱ
ŗşŞŖǽŗşŝŚȬŝşǾǱȱ ŗŘś；SecakukuȱŗşşśǱȱ ŗŖŘ）。そしてホピ保留地内での学術調
査を行うためにはホピ部族政府の文化保存局から入手困難な調査許可を取
得する必要があり、無許可で調査を実施する研究者を強制的に保留地から
排除する行政命令も施行されている。近年岸上や水野、本多（スチュアー
ト）、伊藤が述べているように、北米先住民を対象とする学術調査を行う場
合、現地コミュニティーからの調査許可取得が必須事項となっていること
をはじめ、調査許可取得に絡む政治的問題、つまり誰から許可を得るべき
かという代表性への自覚と配慮、さらに調査許可取得後の問題としての調
査結果の公開に関する倫理的問題や度重なる事前検閲といった調査や研究
成果の公開から派生するプライバシーや知的財産権に関連する諸事項を絶
えず遵守する必要があり研究活動は非常に制限された内容となっている（岸
上 HP；KishigamiȱŘŖŖŚd；水野 ŘŖŖś；本多・大村・葛野ȱŘŖŖś；伊藤ȱŘŖŖŜ）。
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　先住民批評家の急先鋒であったヴァイン・デロリア・ジュニアが文化
人類学分野をはじめとするアメリカ先住民を研究対象とする学者を「おそ
らく彼らの関心はインディアンに対して影響力を与える重要な政策立案で
はなく、単に学会での地位を確立するために新しい学説を創出することに
尽きるだろう。（中略）なぜ我々は人類学者のために彼らの私設動物園に
ならねばならぬのか」という言葉で批判を開始した ŗşŜŖ年代末（Deloriaȱ
ŗşŝŖǽŗşŜşǾǱȱ şŞȬşş）、ブラック・パワーやレッド・パワーといった権利回復
運動とも連動して先住民社会には急速に権利意識が高揚してきた。クリ
フォードが民族誌家の一般的な肖像を「部族の物語を持ち逃げしてなに
も返さず、複雑な人々に粗略な肖像を押しつけるだけの野心に溢れた社
会科学者」から「洗練されたインフォーマントに、だまされやすいお人好
しとして仕えてしまう社会科学者」へと変化させたように（クリフォードȱ
ŗşşŜǽŗşŞŜǾǱȱ ŗŜȬŗŝ）、外部の学術研究者に対する現地からの主張は今日でも
止むことはなく年々増してきている。学術調査と研究成果公開に関わる表
象行為の規制は日本人による合衆国内の先住民研究の発展を停滞させてき
た重要な要因になっていたと思われる。
　特に ŗşŝŖ年代以降、先住民側の権利意識の高揚を受け北米全般をはじめ
オーストラリアやニュージーランド、北欧、日本など先進国の先住民コミュ
ニティーを対象とするフィールドワーク実施が困難になってきている。今
日合衆国本土の多くの北米先住民コミュニティーにてフィールドワークを
行う際には現地コミュニティーに対し「彼らが妥当と判断する調査計画」
を提出する義務を怠ることが出来ない。北米先住民研究において学者の立
場から一方的に「学問の自由」や「学術調査の神聖性」を謳うことは全く
意味をなさず、現地コミュニティーの意志決定によって調査やその後の研
究成果の公開が決定づけられていくプロセスが形成されている（ギアーツȱ
ŗşşŜǽŗşŞŞǾ；Bentzȱŗşşŝ；Whitelyȱŗşşŝ；メリル・アルボーンȱ ŘŖŖřǽŗşşŝǾ）。
文化人類学分野のみならず考古学・言語学・博物館学といった隣接諸分野
を含めた欧米が主導する学術世界全体に対して発せられた先住民側からの
異議申し立ては、各学問分野の倫理観や調査履行、学術研究の政治性といっ
た諸問題を自省させる契機となったのである。
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　例えば文化人類学分野では、ここで挙げた調査執行上の貫徹すべき諸事
項や困難性は既に ŗşŝŖ年代末以降「人類学の危機」として総括される世界
的な文化人類学分野への批判の文脈において議論されてきた。サイードや
ホブズボウム、クリフォードらによって唱えられてきたオリエンタリズム
批判、本質主義的表象批判、民族誌リアリズム批判といった観点からである。
一方で、日本国内の北米先住民研究状況を振り返るとこうした表象の権力
構造に注目した議論は極めて少なかった。その一つの例は ŗşŞŞ年に開催さ
れた日本民族学会第 Řś回研究大会で「民族学と少数民族―調査する側と
される側」と題された分科会であった。この分科会で採りあげられた課題
は主に日本国内のアイヌ研究であったが、北米先住民研究についてスチュ
アートȱヘンリがカナダ極北地域での調査における規範について幾つかの提
言を行っている。分科会自体の総括としてその後の文化人類学分野の研究
と先住民との関係についての具体的な方針は討論されなかったが、調査対
象民族に関する本質主義的表象および「滅びゆく民族」の文化を「記録保存」
するための学問であるという研究者側に根強く残余している姿勢や認識を
変革すべきであるというコンセンサスは得られたようであった。また、調
査される側の対象民族がマジョリティー社会の中でどの様に共存していく
かを実践面からサポートするような応用人類学的研究によって調査する側
とされる側の協力関係を構築するべきだという意見も既に出されていた。
　ただ、その後の研究との有機的接合性は乏しく、こうした問題が再登
場するのは ŘŖŖŖ年代半ばまで待たなければならなかった。先に挙げた岸
上、水野、本多（スチュアート）、伊藤等による考察の他に（岸上 HP；
KishigamiȱŘŖŖŚd；水野 ŘŖŖś；本多・大村・葛野ȱŘŖŖś；伊藤ȱŘŖŖŜ）、大村敬
一による総論や岸上伸啓による自身の都市におけるイヌイット・コミュニ
ティー研究から応用人類学的調査の必要性を説いた論考の登場である（大
村ȱ ŘŖŖśc；岸上ȱ ŘŖŖŜb）。大村と岸上は共にサイードのオリエンタリズム批
判（サイードȱ ŗşşřǽŗşŝŞǾ）、ホブズボウム等による本質主義批判（ホブズ
ボウムȱ ŗşşŘǽŗşŞřǾ）、そしてクリフォードやマーカス等による民族誌リアリ
ズム批判（クリフォード・マーカス編ȱ ŗşşŜǽŗşŞŜǾ）を組み込みながら独自
の論を展開している。彼らの結論は、研究者は他者としての彼らと創造的
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な対話を可能にするある種のフォーラムを実施すべきであるという（大村ȱ
ŘŖŖścǱȱ ŚŞ；岸上ȱ ŘŖŖŜbǱȱ śŘŖȬśŘŗ）。こうした議論の展開はロサルドや太田等
がいうような現地社会からの批判を受け入れるアリーナの創造とも共通し
ている（ロサルドȱŗşşŞǽŗşşřǾ；太田ȱŘŖŖŗ）。

řǯȱȱ展望

　以上を背景として今後の展望として以下の二点を挙げたい。まず、逆説
的ではあるが、文化人類学分野の北米先住民研究の今後の発展を望むのな
らば、権力関係に派生する表象の政治性といった問題にさらに意識的にな
ると同時に、調査に伴う困難性についての具体的事例報告を展開すべきで
ある。次に、先住民社会やコミュニティーが妥当と判断する調査計画が望
まれているため、ホワイトリーやクリフォード、岸上等がいうように具体
的な政策立案や実践的「開発」活動への文化人類学者の姿勢および手法の
提示に重きをおく事前研究や調査許可取得後の研究成果の増加が期待され
る（Whitelyȱŗşşŝ；クリフォードȱŘŖŖŘǽŗşşŝǾ；岸上ȱŘŖŖŜb）。
　もちろん、ここで展望として挙げたこれら二点は単に今後の現地調査を
行う上での研究計画立案のための貴重な資料となるばかりではない。大村
や岸上が提唱するような相互意見を交わせるフォーラムの前提でありそれ
自体でもある調査許可の取得や共同計画の立案、研究成果の公開以前の検
閲と知的財産権の帰属と管理に関する協議といった事柄は北米先住民研究
において今後さらに先鋭化していくと思われる。こうした諸点を契機とし
て「人類学の危機」以降の北米先住民研究から文化人類学分野一般に対し
て投げかけ得る具体的内容は今後の学界全体の発展を鑑みても非常に意味
のある重要な問いかけとなるだろう。また、類似した問題系をかかえる歴
史学や言語学、社会学、博物館における収集物の展示や管理、考古学分野
における文化資源管理といった隣接諸分野とも問題意識の共有が可能であ
るために学際的な研究の発展が大いに期待される領域といえよう。
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註

ŗǯȱ本稿では、ヨーロッパ系入植者が入る以前から北米に居住していた者の総称として「先住民」
を用いるが、固有名詞化している政府機関の名称および引用文中においては「インディアン」、「ア
メリカ（ン）・インディアン」、「ネイティヴ・アメリカン」、「バンド」、「ファースト・ネーション」、
「部族」という呼称も併用する。

Řǯȱ ŘŖŖŜ年 Ŝ月 Ś日と ś日に行われた第 ŚŖ回日本文化人類学会研究大会での発表者総数 Řřş名の
うち、北米先住民関連の発表を行ったのは ř名（研究大会全発表者の ŗǯŘŜパーセント）であった。
なお、文末の文献目録には日本文化人類学会に所属していない研究者や既に退会した者でも参与
観察に基づく研究成果を公開してきた者についてはその業績を載せている。

řǯȱ民族学研究班の構成員は ŗşŜŘ年の第二次が岡正雄・蒲生正男・岡田宏明、ŗşŜŝ年の第三次が
蒲生正男・岡田宏明・宮岡伯人であった。

Śǯȱ ŘŖŖŜ年に国立民族学博物館で開催したシンポジウム「北アメリカ先住民の開発」には北米地域
全体から発表者を募り、その研究成果はすでに刊行されている（『季刊民族学』ŗŗŞ号）。また綾
部恒雄監修による学際的な先住民研究の大著『講座ȱ世界の先住民族』全 ŗŖ巻が近年出版されたが、
その中で北米先住民が一巻を占めた。『北米』には ŗŞ名の寄稿者がおり、その内 Ş名がアラスカ
とカナダ先住民を担当し、ŗŖ名がアメリカ合衆国本土の先住民を担当した。ただし、合衆国本土
の寄稿者 ŗŖ名の内 ś名は歴史学を専門領域としており、文化人類学分野の研究者として寄稿し
たのは馬場優子と北沢方邦の Ř名のみであった。

参考文献
（本文中で使用し、後記の主要文献目録に掲載されていないものに限る）

［邦語文献］

ヴォウテルス、ヘルマン
　ŗşŞŖǽŗşŝŚȬŝşǾȱ（米山俊直、野口武徳、山下諭一訳編）『世界の民族と生活　第 Ś巻北アメリカ』ȱぎょ

うせい ǯ

太田好信
　ŘŖŖŗȱȱ 『民族誌的近代への介入―文化を語る権利は誰にあるのか』（叢書文化研究 ŗ）ȱ人文書

院 ǯ

ギアーツ、クリフォード
　ŗşşŜǽŗşŞŞǾȱ（森泉弘次訳）『文化の読み方／書き方』ȱ岩波書店 ǯ
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クリフォード、ジェイムズ
　ŗşşŜǽŗşŞŜǾȱ「序論―部分的真実」ジェイムズ・クリフォード、ジョージ・マーカス（編）（足

羽与志子他訳）『文化を書く』ǰȱppǯȱŗȬśŖǯȱ紀伊国屋書店 ǯ

　ŘŖŖŘǽŗşşŝǾȱ（毛利嘉孝他訳）『ルーツ― ŘŖ世紀後期の旅と翻訳』ȱ月曜社 ǯ

サイード、エドワード
　ŗşşřǽŗşŝŞǾȱ（今沢紀子訳）『オリエンタリズム』ȱ平凡社 ǯ

鈴木雅雄
　ŘŖŖŖȱ 「『ギヴ・ミー・ユア・ブック』―ブルトンとホピ・インディアンの出会いに関する覚書」

鈴木雅雄、真島一郎（編）『文化解体の想像力―シュルレアリスムと人類学的思考の
近代』ǰȱppǯȱŘşŖȬřŖřǯȱ人文書院 ǯ

角達之助
　ŘŖŖŜȱ 「明治大学政治経済学部寄託アラスカ収集の銛頭類」北海道立北方民族博物館（編）『環

北太平洋の環境と文化』ǰȱppǯȱŘşŘȬřŖŞǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

日本文化人類学会
　ŘŖŖŜȱ 『日本文化人類学会会員名簿【文化人類学第 ŝŗ巻別冊】（ŘŖŖŜ年 Ş月 řŗ日現在）』ȱ日本

文化人類学会 ǯ

ホブズボウム、エリック・レンジャー、テレンス
　ŗşşŘǽŗşŞřǾȱ（前川啓治・梶原景昭訳）『創られた伝統』ȱ紀伊国屋書店 ǯ

メリル、ウィリアム・L、アルボーン、リチャード・E
　ŘŖŖřǽŗşşŝǾȱ「ズーニーの彫像―天使と軍神」Aǯヘンダーソン、AǯLǯケプラー（編）（松本栄寿、

小浜清子訳）『スミソニアンは何を展示してきたか』ǰȱppǯȱŗŞŖȬŘŖŚǯȱ玉川大学出版部 ǯ

ロサルド、レナート
　ŗşşŞǽŗşşřǾȱ（椎名美智訳）『文化と真実―社会分析の再構築』ȱ日本エディタースクール出版部 ǯ

［英語文献］
BentzǰȱMarilyn

　ŗşşŝȱ “BeyondȱEthicsǱȱ ScienceǰȱFriendshipǰȱ andȱPrivacy”ȱ InȱBiolsiǰȱThomasȱandȱLarryȱ
JǯȱZimmermanȱ ǻedsǯǼȱ IndiansȱǭȱAnthropologistsǱȱVineȱDeloriaǰȱ Jrǯǰȱ andȱ theȱCritiqueȱ ofȱ
AnthropologyǯǰȱppǯȱŗŘŖȬŗřŘǯȱTucsonǰȱArizonaǱȱUniversityȱofȱArizonaȱPressǯ

DeloriaǰȱVineǰȱJrǯ

　ŗşŝŖǽŗşŜşǾȱCusterȱDiedȱforȱYourȱSinsǱȱAnȱIndianȱManifestoǯȱNewȱYorkǱȱAvonǯ

SecakukuǰȱAlphȱH

　ŗşşśȱ Followingȱ theȱSunȱ andȱMoonǱȱHopiȱKachinaȱTraditionǯȱ FlagstaffǰȱArizonaǱȱNorthlandȱ
PublishingȱinȱcooperationȱwithȱTheȱHeardȱMuseumǯ

WhitelyǰȱPeter

　ŗşşŝȱ “TheȱEndȱofȱAnthropologyȱ ǻatȱHopiǼǵ”ȱ InȱBiolsiǰȱThomasȱandȱLarryȱ JǯȱZimmermanȱ
ǻedsǯǼȱ IndiansȱǭȱAnthropologistsǱȱVineȱDeloriaǰȱ Jrǯǰȱ andȱ theȱCritiqueȱ ofȱAnthropologyǯǰȱppǯȱ
ŗŝŝȬŘŖŝǯȱTucsonǰȱArizonaǱȱUniversityȱofȱArizonaȱPressǯ

［ウェブサイト］
岸上　ȱ httpǱȦȦwwwǯminpakuǯacǯjpȦstaffȦkishigamiȦwpǯhtml　（ŘŖŖŝ年 ř月 řŗ日現在）
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日本における北米先住民研究主要文献目録
文化人類学分野

　

　以下の文献目録は、アメリカ学会第 ŚŖ回年次大会第 ŗ回アメリカ先住民研究分科会（ŘŖŖŜ年
Ŝ月 ŗŗ日）における報告の際に配布した目録に加筆・訂正を施したものである。

　なお、訂正に際して紙数の関係上、科学研究費補助金研究成果報告書をすべて省略したほか、
訳書、書評、会議参加報告、新聞記事、さらに国立民族学博物館発行の『月刊みんぱく』、『季刊
民族学』、『民博通信』、および北方民族博物館編集の『北方民族文化シンポジウム報告』掲載の記事・
コラム等を概ね省略した。

青木晴夫

　ŗşŝŘȱ 『滅びゆくことばを追って―インディアン文化への挽歌』ȱ三省堂 ǯ

　ŗşŝşȱ 『アメリカ・インディアン―その生活と文化』ȱ講談社 ǯ

青柳清孝

　ŗşŞŘȱ 「部族のアイデンティティ―オクラホマのアナダーコーとその近辺のインディアン」
綾部恒雄（編）『アメリカ民族文化の研究―エスニシティとアイデンティティ』ǰȱppǯȱ
śřȬŞŘǯȱ弘文堂 ǯ

　ŗşşśȱ 「ネイティヴ・アメリカン（アメリカ・インディアン）―一九六〇年代以降の動向」
有賀貞（編）『エスニック状況の現在』（JIIA現代アメリカ Ś）ǰȱppǯȱśŝȬŞşǯȱ（財）日本国
際問題研究所 ǯ

　ŗşşŜȱ 「北米」ヨーゼフ・クライナー（編）『日本民族学の現在― ŗşŞŖ年代から şŖ年代へ』ǰȱ
ppǯřŜşȬřŝŞǯȱ新曜社 ǯ

　ŗşşŞaȱ 「シカゴのインディアン―転住の個人史と援助組織」『人間・文化・心』（京都文教大
学人間学部研究報告）ŗǰȱppǯȱŘřŝȬŘŚŞǯȱ京都文教大学 ǯ

　ŗşşŞbȱ 「シカゴのマグネット・スクール―人種統合への模索」『人間・文化・心』（京都文教
大学人間学部研究報告）ŘǰȱppǯȱŘŗśȬŘŘŚǯȱ京都文教大学 ǯ

　ŗşşşȱ 「大都市シカゴとインディアン―都市先住民社会史への試み」青柳清孝、松山利夫（編）
『先住民と都市―人類学の新しい地平』ǰȱppǯȱŘŗřȬŘŘŞǯȱ青木書店 ǯ

　ŘŖŖŖȱ 「インディアン保留区のカジノと開発」青柳まち子（編）『開発の文化人類学』ǰȱ
ppǯŘŘřȬŘŚŖǯȱ古今書院 ǯ

　ŘŖŖŗȱ 「都市インディアンと公立学校教育―アーバカーキーとシカゴの事例」『人間学部研
究報告』řǰȱppǯȱŗŞřȬŗşŗǯȱ京都文教大学 ǯ

　ŘŖŖŘȱ 「博物館の展示とアメリカ・インディアン」『人間学研究』řǰȱppǯȱŞśȬşŝǯȱ京都文京大学人
間学研究所 ǯ

　ŘŖŖŜaȱ 『ネイティブ・アメリカンの世界―歴史を糧に未来を拓くアメリカ・インディアン』ȱ
古今書院 ǯ

　ŘŖŖŜbȱ 「ネイティブ・アメリカンの現代的多様性」『季刊民族学』ŗŗŞǰȱppǯȱśŘȬśśǯȱ国立民族学博
物館 ǯ
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青柳清孝、綾部恒雄

　ŗşŞŜȱ 「北アメリカ」日本民族学会（編）『日本の民族学 ŗşŜŚȬŗşŞř』ǰȱppǯŘşŗȬřŖśǯȱ弘文堂 ǯ

秋道智彌、岸上伸啓（編）

　ŘŖŖŘȱ 『紛争の海―水産資源管理の人類学』ȱ人文書院 ǯ

渥美一弥

　ŗşşŗȱ 「虹を掲げた人々―ニシカ族の教育と神話的世界」『民族學研究』śŜǻŘǼǰȱppǯȱ ŘŖşȬŘŗŞǯȱ
日本民族学会 ǯ

　ŗşşŜaȱ 「『伝統的な』名と『伝統的に』名づけること―カナダ・北西海岸先住民の『インディ
アン名』と命名儀式の今日的意味について」『地域研究』ŗŘǰȱppǯȱŚŞȬŜŚǯȱ東京外国語大学 ǯ

　ŗşşŜbȱ 「『伝統文化』を「名乗る」こと―カナダ・サーニッチ族の神話、地名、個人名の今
日的意味について」『民族學研究』ŜŗǻŗǼǰȱppǯȱŗŖśȬŗŘśǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŘŖŖŝȱ 『「情報」の経路としてのネイション―カナダ西岸先住民サーニッチにおける民族誌
的「情報」と「現実」』（一橋大学大学院社会学研究科地域社会研究専攻提出博士論文）

阿部珠理

　ŗşşŚȱ 『アメリカ先住民の精神世界』ȱ日本放送出版協会 ǯ

　ŘŖŖŖȱ 「作られる『インディアン』―『高貴なる野蛮人』の系譜」聖徳大学総合研究所（編）
『聖徳大学言語文化研究所論叢』ŝǰȱppǯȱřŖśȬřŘŗǯȱ聖徳大学出版会 ǯ

　ŘŖŖŗȱ 「犬でも狼でもなく―ラコタ・スー族におけるエスニック・アイデンティティの創造」
宇野邦一、野谷文昭（編）『マイノリティは創造する』ǰȱppǯȱŗŝşȬŘŖŖǯȱせりか書房 ǯ

　ŘŖŖŘȱ 「先住民文化再生への視座」西村頼男、喜納育江（編）『ネイティブ・アメリカンの文
学―先住民文化の変容』ǰȱppǯȱřşȬśŝǯȱミネルヴァ書房 ǯ

　ŘŖŖřaȱ 「環境とマイノリティ―先住民族の知恵に学ぶ」『応用社会学研究』Śśǰȱppǯȱ ŗŝȬŘřǯȱ立
教大学社会学部 ǯ

　ŘŖŖřbȱ 「アメリカ・インディアン・アイデンティティと文化創造―汎インディアン運動を中
心に」『立教アメリカン・スタディーズ』ŘśǰȱppǯȱŝŗȬŞŞǯȱ立教大学アメリカ研究所 ǯ

　ŘŖŖśaȱ 『アメリカ先住民―民族再生に向けて』ȱ角川書店 ǯ

　ŘŖŖśbȱ 「ラコタ・スー―七世代目の民族再生へ向けて」富田虎男、スチュアートȱヘンリ
（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ　北米』ǰȱppǯȱ
ŗŗşȬŗřśǯȱ明石書店 ǯ

　ŘŖŖŜȱ 『大地の声―アメリカ先住民の知恵のことば』ȱ大修館書店 ǯ

　ŘŖŖŝaȱ 「ラコタ・コスモロジーと精神世界の現在」綾部恒雄（編）『講座世界の先住民族―
ファースト・ピープルズの現在― ŗŖ　失われる文化・失われるアイデンティティ』ǰȱ
ppǯȱśŞȬŝŘǯȱ明石書店 ǯ

　ŘŖŖŝbȱ 「北米先住民・セックス／ジェンダー／第三の性」綾部恒雄（編）『講座世界の先住民
族―ファースト・ピープルズの現在― ŗŖ　失われる文化・失われるアイデンティ
ティ』ǰȱppǯȱŗŞŞȬŘŖŗǯȱ明石書店 ǯ

石山徳子

　ŘŖŖŚȱ 『米国先住民族と核廃棄物―環境正義をめぐる闘争』ȱ明石書店 ǯ
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　ŘŖŖŜȱ 「アメリカ先住民と環境保護」秋元英一、小塩和人（編）『豊かさと環境』（シリーズ・
アメリカ研究の越境　第 ř巻）ǰȱppǯȱŗŖşȬŗřŖǯȱミネルヴァ書房 ǯ

伊藤敦規　ITOȱAtsunori

　ŘŖŖśȱ “MarketingȱHopiȱ Jewelryȱ inȱ JapanǱȱAnȱAnalysisȱofȱ theȱpromotionalȱ characteristicsȱofȱ
HopiȱArtsȱǭȱCraftsȱ inȦtoȱ Japanǯ”ȱ InȱEuropeanȱReviewȱofȱNativeȱAmericanȱStudiesǰȱ ŗşǻŗǼǰȱ
ppǯȱŚśȬŚŞǯ　WienǰȱAustriaǱȱMuseumȱfürȱVölkerkundeǯ

　ŘŖŖŜȱ 「日本におけるホピ・イメージの流通とホピによる対応」『季刊民族学』ŗŗŞǰȱppǯȱ ŜŜȬŜşǯȱ
国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŝaȱ 「ホピ・ジュエリーの歴史的発展過程とホピによる現在の意味付け」綾部恒雄（編）『講
座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― ŗŖ　失われる文化・失われ
るアイデンティティ』ǰȱppǯȱŘŚŚȬŘśŝǯȱ明石書店 ǯ

　ŘŖŖŝbȱ 「コメの国の商人の、トウモロコシの国での宝探し―日本人バイヤーを通したホピ・
ジュエリー市場」綾部恒雄（編）『先住民族の ŗŖ年 News』ŗřřǰȱppǯȱŚȬŝǯȱ先住民族の ŗŖ
年市民連絡会 ǯ

井上敏昭　INOUEȱToshiaki

　ŗşşŜȱ 「クランから『ネイティヴ・アメリカン』へ―アラスカ先住民の儀礼とそこに見るア
イデンティティの所在の変化について」『城西国際大学紀要』ŚǻŗǼǰȱppǯȱ ŗŞŝȬŘŖŜǯȱ城西国
際大学 ǯ

　ŗşşşȱ 「『文化伝統』としてのビーズワーク―アラスカ・グイッチン社会におけるビーズワー
クの役割とそこに見る社会的重要性に関する考察」『北海道立北方民族博物館研究紀要』
ŞǰȱppǯȱřŗȬśŜǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

　ŘŖŖŗȱ “HuntingȱasȱaȱSymbolȱofȱCulturalȱTraditionǱȱTheȱCulturalȱMeaningȱofȱSubsistenceȱ
Activitiesȱ inȱGwichȇinȱAthabascanȱSocietyȱofȱNorthernȱAlaskaǯ”ȱ Inȱ IanȱKeenȱandȱ
TakakoȱYamadaǰȱ edsǯǰȱ Identityȱ andȱGenderȱ inȱHuntingȱ andȱGatheringȱSocietiesȱ ǻSenriȱ
EthnologicalȱStudiesȱśŜǼǰȱppǯȱŞşȬŗŖŚǯȱOsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ

　ŘŖŖřȱ 「内陸アラスカ先住民社会におけるサケ資源の利用と管理の諸問題」岸上伸啓（編）
『海洋資源の利用と管理に関する人類学的研究』（国立民族学博物館調査報告 ŚŜ）ǰȱppǯȱ
ŗřŗȬŗŜŖǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŚȱ “TheȱGwichȇinȱGatheringǱȱTheȱSubsistenceȱTraditionȱ inȱTheirȱModernȱLifeȱandȱ theȱ
GatheringȱagainstȱOilȱDevelopmentȱbyȱ theȱGwichȇinȱAthabascanǯ”ȱ Inȱ IrimotoȱTakashiȱ
andȱYamadaȱTakakoǰȱedsǯǰȱCircumpolarȱEthnicityȱandȱIdentityȱ ǻSenriȱEthnologicalȱSeriesȱ
ŜŜǼǰȱppǯȱŗŞřȬŘŖŚǯȱOsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ

　ŘŖŖśȱ 「グイッチン―現代のアメリカ社会を生きる狩猟民」富田虎男、スチュアートȱヘン
リ（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ　北米』ǰȱ
ppǯȱŘŚŝȬŘŜřǯȱ明石書店 ǯ

　ŘŖŖŜȱ 「アラスカ・グィッチンの社会」『季刊民族学』ŗŗŞǰȱppǯȱŝŞȬŞŗǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŝȱ 「『我々はカリブーの民である』―アラスカ・カナダ先住民のアイデンティティと開
発運動」煎本孝、山田孝子（編）『北の民の人類学―強国に生きる民族性と帰属性』ǰȱ
ppǯȱşśȬŗŘŘǯȱ京都大学学術出版会 ǯ

煎本　孝　IRIMOTOȱTakashi
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　ŗşŞŖȱ 「チペワイアンのトナカイ狩猟活動系―生態人類学的視点から」『国立民族学博物館
研究報告』śǻřǼǰȱppǯȱŜŚŘȬŜŜŜǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŗşŞŗȱ ChipewayanȱEcologyǱȱGroupȱStructureȱandȱtheȱCaribouȱHuntingȱSystemȱǻSenriȱEthnologicalȱ
SeriesȱŞǼǯȱOsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ

　ŗşşŚȱ 「カナダ・インディアンの文化変化」『カナダ研究年報』ŗŚǰȱppǯȱŗȬŗŝǯȱ日本カナダ学会 ǯ

　ŗşşŜȱ 『文化の自然誌』ȱ東京大学出版会 ǯ

　ŘŖŖŘȱ 『カナダ・インディアンの世界から』ȱ福音館書店 ǯ

煎本孝、山田孝子（編）　IRIMOTOȱTakashiȱandȱYAMADAȱTakakoȱǻedsǯǼ

　ŗşşŚȱ CircumpolarȱReligionȱ andȱEcologyǱȱAnȱAnthropologyȱ ofȱ theȱNorthǯȱTokyoǱȱUniversityȱofȱ
TokyoȱPressǯ

　ŗşşŝȱ CircumpolarȱAnimismȱandȱShamanismǯȱSapporoǱȱHokkaidoȱUniversityȱPressǯ

　ŘŖŖŚȱ CircumpolarȱEthnicityȱ andȱ Identityȱ ǻSenriȱEthnologicalȱSeriesȱ ŜŜǼǯȱOsakaǱȱNationalȱ
MuseumȱofȱEthnologyǯ

　ŘŖŖŝȱ 『北の民の人類学―強国に生きる民族性と帰属性』ȱ京都大学学術出版会 ǯ

岩崎グッドマンまさみ

　ŗşşşȱ 「サケ資源の減少とナムギースの人々」秋道智彌（編）『自然はだれのものか―「コ
モンズの悲劇」を超えて』（講座人間と環境 ŗ）ǰppǯŜśȬŞŜǯȱ昭和堂

　ŘŖŖŘaȱ 「カナダ北西海岸におけるサケをめぐる対立―ブリティッシュ・コロンビア州先住
民族のケース」秋道智彌、岸上伸啓（編）『紛争の海―水産資源管理の人類学』ǰȱ
ppǯŗŜŞȬŗŞŞǯȱ人文書院 ǯ

　ŘŖŖŘbȱ 「文化変化理論の変遷とカナダ先住民族研究への応用」『北海学園大学人文論集』ŘŘǰȱ
ppǯȱŗȬřŚǯȱ北海学園大学 ǯ

　ŘŖŖřȱ 「次世代のための資源管理―カナダ西部極北地域における海洋資源共同管理」岸上伸
啓（編）『海洋資源の利用と管理に関する人類学的研究』（国立民族学博物館調査報告
ŚŜ）ǰȱppǯŚşȬŝŗǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖśaȱ 「イヌビアルイト―ホッキョクセミクジラを捕獲」富田虎男、スチュアートȱヘンリ
（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ　北米』ǰȱppǯȱ
ŘřŘȬŘŚŜǯȱ明石書店 ǯ

　ŘŖŖśbȱ 『人間と環境と文化―クジラを軸にした一考察』ȱ清水弘文堂書房 ǯ

　ŘŖŖŜaȱ 「開発事業にともなう社会影響評価 ǻSocialȱ ImpactȱAssessmentǼの手法―土地をめぐ
る法体系の葛藤」『立命館言語文化研究』ŗŝǻřǼǰȱppǯȱřȬŘřǯȱ立命館大学国際言語文化研究所 ǯ

　ŘŖŖŜbȱ 「サケをめぐる混沌」北海道立北方民族博物館（編）『環北太平洋の環境と文化』ǰȱppǯȱ
ŘŗřȬŘŘśǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

上村英明

　ŘŖŖŚȱ 「『植民地問題』解決のための国連の歴史的努力と『先住民族の国際 ŗŖ年』――人類学
者のための民族集団に関する国際人権法入門」『文化人類学研究』śǰȱppǯȱ ŗŚȬřŖǯȱ早稲田
大学文化人類学会 ǯ

大塚和義（編）

　ŘŖŖŗȱ 『ラッコとガラス玉―北太平洋の先住民交易』ȱ千里文化財団 ǯ
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　ŘŖŖřȱ 『北太平洋の先住民交易と工芸』ȱ思文閣出版 ǯ

大貫良夫

　ŗşŝŝȱ 「トーテム・ポール―その社会的ならびに歴史的意味について」『民族學研究』ŚŗǻŚǼǰȱ
ppǯȱřŗŝȬřŘşǯȱ日本民族学会 ǯ

大曲佳世　OHMAGARIȱKayo

　ŗşşśȱ “TraditionalȱKnowledgeȱasȱanȱAdaptiveȱStrategyȱforȱSustainableȱLivelihoodȱamongȱtheȱ
Westernȱ JamesȱBayȱCreeǯ”ȱ InȱNǯȱSinghȱandȱLǯȱHamǰȱedsǯǰȱCommunityȬBasedȱResourcesȱ
Managementȱ andȱSustainableȱLivelihoodǱȱTheȱGrassȱRootsȱ ofȱSustainableȱDevelopmentǰȱppǯȱ
ŗŗŞȬŗřşǯȱWinnipegǱȱInstituteȱforȱSustainableȱDevelopmentǯ

　ŗşşŜȱ SocialȱChangeȱ andȱTransmissionȱ ofȱKnowledgeȱ andȱBushȱSkillsȱ amongȱOmushkegowukȱCreeȱ
WomenǯȱPhǯȱDǯȱDissertationǰȱUniversityȱofȱManitobaǯ

　ŘŖŖŚȱ “TheȱRoleȱofȱTraditionalȱFoodȱinȱIdentityȱDevelopmentȱamongȱtheȱWesternȱJamesȱBayȱ
Creeǯ”ȱ InȱIrimotoȱTakashiȱandȱYamadaȱTakakoǰȱedsǯǰȱCircumpolarȱEthnicityȱandȱIdentityȱ
ǻSenriȱEthnologicalȱStudiesȱŜŜǼǰȱppǯȱŗŘŝȬŗřŞǯȱOsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ

　ŘŖŖŝȱ 「アイデンティティ構築におけるブッシュ・フードおよびブッシュの役割―オマシュ
ケゴ・クリーの事例から」煎本孝、山田孝子（編）『北の民の人類学―強国に生きる
民族性と帰属性』ǰȱppǯȱŗŘřȬŗŚśǯȱ京都大学学術出版会 ǯ

OHMAGARIȱKayoȱandȱFikretȱBERKES

　ŗşşŝȱ “Transmissionȱofȱ IndigenousȱKnowledgeȱandȱBushȱSkillsȱ amongȱ theȱWesternȱ Jamesȱ
BayȱCreeȱWomenȱofȱSubarcticȱCanadaǯ”ȱHumanȱEcologyȱŘśǻŘǼǰȱppǯȱŗşŝȬŘŘŘǯ

大村敬一　OMURAȱKeiichi

　ŗşşŚaȱ 「描画から何を知ることができるのか？―カナダ・イヌイットの描画 Şş例の特徴と
その分析上の諸問題に関する予備的考察」象徴図像研究会（編）『象徴図像研究』Şǰȱ
ppǯȱŗşȬřŞǯȱ和光大学 ǯ

　ŗşşŚbȱ 「消えた総数は何を意味しているか？―カナダ・イヌイットの言語の変化とその社
会・文化的背景」『早稲田大学大学院文学研究科紀要別冊（哲学・史学編）』Řŗǰȱppǯȱ
ŗŖśȬŗŗŜǯȱ早稲田大学 ǯ

　ŗşşśȱ 「『伝統』と『近代』のブリコラージュとしての彫刻―ネツリック・イヌイットの彫
刻活動に関する覚え書き」『人間科学研究』ŞǻŗǼǰȱppǯȱŗȬŗŚǯȱ早稲田大学 ǯ

　ŗşşŜaȱ 「環境を読む鍵としての色彩―カナダ・イヌイットの色彩語彙と色彩カテゴリーに関
する試論」『北海道立北方民族博物館研究紀要』śǰȱppǯȱśȬŚśǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

　ŗşşŜbȱ 「『再生産』と『変化』の蝶番としての芸術―社会・文化変化の中で芸術が果たす役
割」スチュアートȱヘンリ（編）『採集狩猟民の現在―生業文化の変容と再生』ǰȱppǯȱ
ŞśȬŗŘŚǯȱ言叢社 ǯ

　ŗşşŞȱ 「カナダ・イヌイトの日常生活における自己イメージ―『イヌイトのやり方 ǻイヌイ
ンナクトゥン Ǽ』の『戦術』」『民族學研究』ŜřǻŘǼǰȱppǯȱŗŜŖȬŗŝŖǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŘŖŖŗaȱ 『イヌイトのナビゲーションにみる日常実践のダイナミズム―交差点としての民族
誌』（早稲田大学文学研究科博士論文）ǯ

　ŘŖŖŗbȱ 「交差点としての『イヌイト・アート』――エスニック・イメージが生成する対話の場」
中牧弘充（編）『国立民族学博物館研究報告別冊―アートと民族文化の表象』ŘŘǰȱppǯȱ
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ŝşȬŗŖŗǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŘaȱ “Constructionȱofȱ Inuinnaqtunȱ ǻRealȱ InuitȬWayǼǱȱ SelfȬImageȱandȱEverydayȱPracticesȱ
inȱ InuitȱSocietyǯ”ȱ InȱHenryȱStewartǰȱAlanȱBarnardǰȱ andȱOmuraȱKeiichiǰȱ edsǯǰȱSelfȬandȱ
OtherȬImagesȱ ofȱHunterȬGatherersȱ ǻSenriȱEthnologicalȱStudiesǰȱ ŜŖǼǰȱppǯȱ ŗŖŗȬŗŗŗǯȱOsakaǱȱ
NationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ

　ŘŖŖŘbȱ 「『伝統的な生態学的知識』という名の神話を超えて―交差点としての民族誌の提言」
『国立民族学博物館研究報告』ŘŝǻŗǼǰȱppǯȱŘśȬŗŘŖǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŘcȱ 「カナダ極北地域における知識をめぐる抗争―共同管理におけるイデオロギーの相
克」秋道智彌、岸上伸啓（編）『紛争の海―水産資源管理の人類学』ǰȱppǯȱŗŚşȬŗŜŝǯȱ人
文書院 ǯ

　ŘŖŖŘdȱ 「本質主義的な記述を超えるために―『社会：個人』の二元論への状況的認知論から
の挑戦」『文化人類学研究』řǰȱŝŜȬŗŖŖǯȱ早稲田大学文化人類学会 ǯ

　ŘŖŖřaȱ 「カナダ極北圏におけるヌナヴト野生生物管理委員会の挑戦― Řつの科学の統合か
ら協力へ」岸上伸啓（編）『海洋資源の利用と管理に関する人類学的研究』（国立民族
学博物館調査報告 ŚŜ）ǰȱppǯȱŝřȬŗŖŖǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖřbȱ 「近代科学に抗する科学―イヌイトの伝統的な生態学的知識にみる差異の構築と再生
産」『社会人類学年報』ŘşǰȱppǯȱŗŗȬŚŘǯȱ東京都立大学社会人類学会 ǯ

　ŘŖŖřcȱ 「野生の思考の可能性」スチュアートȱヘンリ（編）『「野生」の誕生―未開イメージ
の歴史』ǰȱppǯȱŗŞŞȬŘŗŝǯȱ世界思想社 ǯ

　ŘŖŖśaȱ 「差異の反復―カナダ・イヌイトの実践知にみる記憶と身体」『文化人類学（旧民族
學研究）』ŝŖǻŘǼǰȱppǯȱŘŚŝȬŘŝŖǯȱ日本文化人類学会 ǯ

　ŘŖŖśbȱ 「差異を愛する権利―『イヌイトの知識』が主張する野生の秩序」『立命館言語文化
研究』ŗŜǻřǼǰȱppǯȱŝŝȬŞŜǯȱ立命館大学国際言語文化研究所 ǯ

　ŘŖŖścȱ 「文化多様性への扉―人類学と先住民研究」本多俊和、大村敬一、葛野浩昭（編）『文
化人類学研究―先住民の世界』ǰȱppǯȱŘşȬśśǯȱ（財）放送大学教育振興会 ǯ

　ŘŖŖśdȱ 「野生の科学と近代科学―先住民の知識」本多俊和、大村敬一、葛野浩昭（編）『文
化人類学研究―先住民の世界』ǰȱppǯȱŗŗśȬŗřşǯȱ（財）放送大学教育振興会 ǯ

　ŘŖŖśeȱ 「合わせ鏡の無限廊下」『記憶の生態学にむけて―歴史学と人類学の新しいアプロー
チ』ǰȱppǯȱŗȬŗŗǯȱ大阪大学大学院言語文化研究科 ǯ

　ŘŖŖŜaȱ 「視覚芸術の構造を探る試み」和光大学総合文化研究所（編）『象徴図像研究―動物
と象徴』ǰȱppǯȱŘŚśȬŘŝşǯȱ和光大学総合文化研究所 ǯ

　ŘŖŖŜbȱ 「物語のタペストリー」北海道立北方民族博物館（編）『環北太平洋の環境と文化』ǰȱ
ppǯȱŘŚŜȬŘŜŚǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

岡　千曲

　ŗşŞŘȱ 「北アラスカにおける海の民と陸の民―その現実と神話」『政経論叢』śŖǻśȦŜǼǰȱppǯȱ
řŝŝȬřşŖǯȱ明治大学政治経済研究所 ǯ

　ŗşŞřȱ 「タブー・病気・シャーマニズム―エスキモー世界の構造と医療の論理」『相模女子
大学紀要』ŚŝǰȱppǯȱŗŝşȬŗŞŚǯȱ相模女子大学 ǯ

岡田淳子

　ŗşŝřȱ 「遺跡形成論―プェブロ・インディアンの事例を中心として」『研究紀要』Şǰȱppǯȱ
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ŗȬŗŖǯȱ国立音楽大学 ǯ

　ŗşŞŞȱ 「西南アラスカ・ケアリガミウトの居住体系」『北海道東海大学紀要人文社会科学系』ŗǰȱ
ppǯȱŗŝȬŚŘǯȱ北海道東海大学 ǯ

　ŗşşŘȱ 「アラスカ・エスキモーの仮面―生き続ける伝統」岡田宏明、岡田淳子（編）『北の
人類学―環極北地域の文化と生態』（人間の探検シリーズ）ǰȱřŗȬśŜǯȱアカデミア出版会 ǯ

　ŗşşşȱ 『北の民族誌―北太平洋文化の系譜』ȱアカデミア出版会 ǯ

岡田宏明

　ŗşŝŜaȱ 「西南アラスカ・エスキモーの集落―ネルソン島の事例を中心に」『北方文化研究』şǰȱ
ppǯȱŗȬŘŝǯȱ北海道大学文学部附属北方文化研究施設 ǯ

　ŗşŝŜbȱ 「アラスカ半島ポート・モーラーのホット・スプリングス遺跡において ŗşŝŚ年に発掘
された人骨」BulletinȱofȱtheȱNationalȱScienceȱMuseumǯȱSeriesȱDǰȱAnthropologyǯȱŘǰȱppǯȱŘśȬřśǯȱ
国立科学博物館 ǯ

　ŗşŝŜcȱ 「アラスカにおけるトナカイ飼育」『北方文化研究』ŗŖǰȱppǯȱ ŗŗşȬŗřŘǯȱ北海道大学文学部
附属北方文化研究施設 ǯ

　ŗşŝşȱ 『文化と環境―エスキモーとインディアン』ȱ北海道大学図書刊行会 ǯ

　ŗşşŘȱ 「西南アラスカ・エスキモーの文化的伝統―ネルソン島の事例から」岡田宏明、岡田
淳子（編）『北の人類学―環極北地域の文化と生態』ǰȱŝȬřŖǯȱアカデミア出版会 ǯ

　ŗşşŚȱ 『北の文化誌―雪氷圏に生きる人々』ȱアカデミア出版会 ǯ

　ŗşşŜȱ 「エスキモー」ヨーゼフ・クライナー（編）『日本民族学の現在― ŗşŞŖ年代から şŖ
年代へ』ǰȱppǯȱřŝşȬřŞŝǯȱ新曜社 ǯ

　ŘŖŖŗȱ 「北米北西海岸南部のクララム（Klallam）族が歩んできた道」『北海学園大学人文論集』
ŗŞǰȱppǯȱśȬŗŜǯȱ北海学園大学 ǯ

岡田宏明、岡田淳子　OKADAȱHiroakiȱandȱOKADAȱAtsuko

　ŘŖŖŖȱ “PortȱMollerǱȱAnȱEcologicalȱClimaxȱunderȱaȱChangingȱClimateǯ”ȱ『北海道立北方民族博
物館研究紀要』şǰȱppǯȱŗȬŗŜǯȱ（財）北方文化振興協会 ǯ

　ŘŖŖŜȱ 「ポート・モラー」北海道立北方民族博物館（編）『環北太平洋の環境と文化』ǰȱppǯȱ
ŗşŜȬŘŗŘǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

岡田宏明、岡田淳子（編）OKADAȱHiroakiȱandȱOKADAȱAtsukoȱǻedsǯǼ

　ŗşşŘaȱ 『北の人類学―環極北地域の文化と生態』ȱアカデミア出版会 ǯ

　ŗşşŘbȱ Hecetaȱ IslandǰȱSoutheasternȱAlaskaȱ ǻŘǼǱȱAnthropologicalȱSurveyȱ inȱ ŗşŞşȱǭȱŗşşŖǯȱ SapporoǱȱ
DepartmentȱofȱBehavioralȱScienceǰȱFacultyȱofȱLettersǰȱSapporoǱȱHokkaidoȱUniversityǯ

岡庭（松林）義行　MATSUBAYASHIȱYoshiyuki

　ŗşşŞaȱ 「＜ダンカニアン＞という名の先住民― AlaskaȬTsimshianにおける DuncanȱSocietyȱ
Model」『政治学研究論集』ŝǰȱppǯȱşřȬŗŗŗǯȱ明治大学 ǯ

　ŗşşŞbȱ “ImmigrationȱandȱChristianityȱinȱAlaskaȬTsimshianǯ”『北海道立北方民族博物館研究紀
要』ŝǰȱppǯȱřŗȬśŖǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

　ŗşşŞcȱ 「移住とキリスト教―アラスカ・チムシアンにおける DSMとその形成過程」『北海
道立北方民族博物館研究紀要』ŝǰȱppǯȱřŗȬśŖǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ
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　ŘŖŖŚȱ 「パフォーマンスの人類学―カナダ・クワキウトゥルにおける＜ツェカ＞の劇場性」
『帯広大谷短期大学紀要』ŚŗǰȱppǯȱŘŝȬŚŚǯȱ帯広大谷短期大学 ǯ

　ŘŖŖŜaȱ 「『私たちの文化』の生まれるとき」北海道立北方民族博物館（編）『環北太平洋の環境
と文化』ǰȱppǯȱŘŘŜȬŘŚřǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

　ŘŖŖŜbȱ 「先住民であり、先住民でない人びと―アラスカ・チムシャン」『季刊民族学』ŗŗŞǰȱ
ppǯȱŞŘȬŞśǯȱ国立民族学博物館 ǯ

加藤　薫

　ŗşşŞȱ 『ニューメキシコ―第四世界の多元文化』ȱ新評論 ǯ

　ŘŖŖŝȱ 「ナバホの精神世界としての大地」綾部恒雄（編）『講座世界の先住民族―ファースト・
ピープルズの現在―― ŗŖ　失われる文化・失われるアイデンティティ』ǰȱppǯȱ ŝřȬŞŞǯȱ
明石書店 ǯ

鎌田　遵

　ŘŖŖŜȱ 『「辺境」の抵抗―核廃棄物とアメリカ先住民の社会運動』ȱ御茶の水書房 ǯ

蒲生正男　GAMOȱMasao

　ŗşŜŚȱ 「アラスカ・エスキモーにおけるバンドの構造原理」『民族學研究』ŘŞǻŘǼǰȱppǯȱ ŗȬřŘǯȱ日
本民族学会 ǯ

　ŗşŞŖaȱ “AlaskanȱStudiesȱbyȱ JapaneseȱAnthropologistsǯ”ȱ InȱKOTANIȱYoshinobuȱandȱWilliamȱ
WORKMANǰȱedsǯǰȱAlaskanȱNativeȱCultureȱandȱHistoryȱǻSenriȱEthnologicalȱStudiesȱŚǼǰȱppǯȱ
ŗŝȬŘŗǯȱOsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ

　ŗşŞŖbȱ “TheȱBandȱStructureȱ andȱAcculturationȱ amongȱ theȱEskimosȱofȱNelsonȱ Islandǰȱ
SouthwestȱAlaskaǯ”ȱ InȱKOTANIȱYoshinobuȱandȱWilliamȱWORKMANǰȱedsǯǰȱAlaskanȱ
NativeȱCultureȱandȱHistoryȱǻSenriȱEthnologicalȱStudiesȱŚǼǰȱppǯȱŗśŝȬŗŜŝǯȱOsakaǱȱNationalȱ
MuseumȱofȱEthnologyǯ

岸上伸啓　KISHIGAMIȱNobuhiro

　ŗşŞŝȱ 「伝統ネツリク・イヌイット社会における第 ŗイトコ選好婚について」『社会学年誌』
ŘŞǰȱppǯȱşŝȬŗŗŘǯȱ早稲田大学社会学会 ǯ

　ŗşŞŞȱ 「伝統イヌイット社会における女子嬰児殺しに関する諸説の紹介と検討―ネツリク・
イヌイットの事例を中心に」『民族學研究』śřǻŘǼǰȱppǯȱŘŖŜȬŘŗřǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŗşşŗȱ 「カナダ国北西準州ペリーベイ村におけるネツリク・イヌイットの拡大家族について」
『北海道教育大学紀要第一部 B社会科学編』ŚŘǻŗǼǰȱppǯȱŗȬŗŘǯȱ北海道教育大学 ǯ

　ŗşşŘaȱ 「カナダ・イヌイットは如何にしてキリスト教徒になりしや―諸説の紹介と検討」『北
海道教育大学紀要ȱ第一部 B社会科学編』ŚŘǻŘǼǰȱppǯȱŘřȬřŚǯȱ北海道教育大学 ǯ

　ŗşşŘbȱ 「北米先住民に関するエスノヒストリー研究の最近の展開について（その ŗ）」『北海道
教育大学紀要第一部 B社会科学編』ŚřǻŗǼǰȱppǯȱŜřȬŝŝǯȱ北海道教育大学 ǯ

　ŗşşřaȱ 「カナダ・イヌイットの精神世界における動物―ネツリック・イヌイットの犬を中心
に」『北海道教育大学紀要第一部 B社会科学編』ŚŚǻŗǼǰȱppǯȱŗȬŗŘǯȱ北海道教育大学 ǯ

　ŗşşřbȱ 「生活空間を通してみるカナダ・イヌイット社会の変化について」岡田宏明（編）『環
極北文化の比較研究』ǰȱppǯȱŚŗȬśŚǯȱ北海道教育大学 ǯ

　ŗşşřcȱ 「北米先住民に関するエスノヒストリー研究の最近の展開について（その Ř）」『北海道
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教育大学紀要第一部 B社会科学編』ŚřǻŘǼǰȱppǯȱŗśȬŘŜǯȱ北海道教育大学 ǯ

　ŗşşŚaȱ “WhyȱBecomeȱChristiansǵȱHypothesesȱonȱtheȱChristianizationȱofȱtheȱCanadianȱInuitǯ”ȱ
Inȱ IrimotoȱTakashiȱ andȱYamadaȱTakakoǰȱ edsǯǰȱCircumpolarȱReligionȱ andȱEcologyǱȱAnȱ
AnthropologyȱofȱtheȱNorthǰȱppǯȱŘŘŗȬŘřśǯȱTokyoǱȱUniversityȱofȱTokyoȱPressǯ

　ŗşşŚbȱ ȱ「カナダ極北地域における先住民教育についての文化人類学的研究―カナダ北西準
州ペリーベイ村の学校教育の事例を中心に」『僻地教育研究』ŚŞǰȱppǯȱŘśȬřşǯȱ北海道教育
大学 ǯ

　ŗşşŚcȱ 「現代ネツリック・イヌイット社会における社会関係について―カナダ国北西準州ペ
リーベイ村の事例を中心に」『国立民族学博物館研究報告』ŗşǻřǼǰȱppǯȱ ŚŖśȬŚŚŞǯȱ国立民
族学博物館 ǯ

　ŗşşśȱ 「カナダ国ケベック州クリー・インディアンの社会経済変容―ジェームス湾および北
ケベック協定の諸影響」『北海道教育大学紀要第一部 B社会科学編』ŚŜǻŗǼǰȱppǯȱ ŚśȬśşǯȱ
北海道教育大学 ǯ

　ŗşşŜaȱ 「カナダ・イヌイットの名前、名前の霊魂と社会変化」『北海道教育大学紀要第一部 B
社会科学編』ŚŜǻŘǼǰȱppǯȱŘŝȬřŝǯȱ北海道教育大学 ǯ

　ŗşşŜbȱ 「カナダ・イヌイット社会の社会・経済変化―ケベック州のイヌクジュアク村の事例
を中心に」『国立民族学博物館研究報告』ŘŗǻŚǼǰȱppǯȱŝŗśȬŝŝśǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŗşşŜcȱ 「カナダ極北地域における社会変化の特質について」スチュアートȱヘンリ（編）『採集
狩猟民の現在』ǰȱppǯȱŗřȬśŘǯȱ言叢社 ǯ

　ŗşşŝaȱ “PersonalȱNamesǰȱNameȱSoulsȱandȱSocialȱChangeȱAmongȱCanadianȱ InuitǱȱAȱCaseȱ
StudyȱofȱAkulivikȱ InuitǰȱNunavikǰȱCanadaǯ”ȱ InȱYamadaȱTakakoȱandȱ IrimotoȱTakashiǰȱ
edsǯǰȱCircumpolarȱAnimismȱandȱShamanismǰȱppǯȱŗśŗȬŗŜŜǯȱSapporoǱȱHokkaidoȱUniversityȱ
Pressǯ

　ŗşşŝbȱ 「イヌイット女性―極北の働き者」綾部恒雄（編）『女の民族誌 Ř―欧・米・中東・
アフリカ・オセアニア篇』ǰȱppǯȱŗřŗȬŗśŘǯȱ弘文堂 ǯ

　ŗşşŝcȱ 「カナダの都市先住民について―モントリオールのイヌイットを中心に」『カナダ研
究年報』ŗŝǰȱppǯȱŜŜȬŝŘǯȱ日本カナダ学会 ǯ

　ŗşşŞaȱ 『極北の民―カナダ・イヌイット』ȱ弘文堂 ǯ

　ŗşşŞbȱ 「つくり変えられたイグルー」佐藤浩司（編）『住まいをつむぐ』（シリーズ建築人類学
《世界の住まいを読む》ŗ）ǰȱppǯȱŗŚŗȬŗśŞǯȱ学芸出版社 ǯ

　ŗşşŞcȱ 「ヌナヴィク・イヌイットのハンター・サポート・プログラムの運用と社会変化」北海
道教育大学（編）『人文論究』ŜŜǰȱppǯȱŘŝȬŚŗǯȱ函館人文学会 ǯ

　ŗşşşaȱ 「カナダ・イヌイットの個人名と命名」上野和男、森謙二（編）『名前と社会―名づ
けの家族史』ǰȱppǯȱŘśŘȬŘŝŗǯȱ早稲田大学出版会 ǯ

　ŗşşşbȱ 「カナダにおける都市在住イヌイットの社会・経済状況―モントリオール地区の調査
報告を中心に」『国立民族学博物館研究報告』ŘŚǻŘǼǰȱppǯȱŘŖśȬŘŚśǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŗşşşcȱ 「カナダ・イヌイットはなぜ都市をめざすのか―モントリオール地区の事例を中心に」
青柳清孝、松山利夫（編）『先住民と都市―人類学の新しい地平』ǰȱppǯȱŗşśȬŘŗŘǯȱ青木
書店 ǯ

　ŗşşşdȱ “LifeȱandȱProblemsȱofȱUrbanȱInuitȱinȱMontrealǱȱReportȱofȱŗşşŝȱResearchǯ”ȱ北海道教育
大学（編）『人文論究』ŜŞǰȱppǯȱŞŗȬŗŖşǯȱ函館人文学会 ǯ
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　ŗşşşeȱ 「先住民資源論序説―資源をめぐる人類学的研究の可能性について」北海道教育大学
（編）『人文論究』ŜŞǰȱppǯȱŜřȬŞŖǯȱ函館人文学会 ǯ

　ŘŖŖŖȱ “Contemporaryȱ Inuitȱ FoodȱSharingȱ andȱHunterȱ SupportȱProgramȱofȱNunavikǰȱ
Canadaǯ”ȱ InȱGǯȱWǯȱWenzelǰȱGǯȱHovelsrudȬBrodaǰȱ andȱNobuhiroȱKishigamiǰȱ edsǯǰȱ
TheȱSocialȱEconomyȱofȱSharingǱȱResourceȱAllocationȱ andȱModernȱHunterȬGatherersȱ ǻSenriȱ
EthnologicalȱStudiesȱśřǼǰȱppǯȱŗŝŗȬŗşŘǯȱOsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ

　ŘŖŖŗaȱ 「カナダ・イヌイット社会における海洋資源の利用と管理―ヌナヴィクのシロイルカ
資源の場合」『人文論究』ŝŖǰȱppǯȱŘşȬśŘǯȱ北海道教育大学 ǯ

　ŘŖŖŗbȱ 「北米北方地域における先住民による諸資源の交易について―毛皮交易とその影響を
中心に」『国立民族学博物館研究報告』ŘśǻřǼǰȱppǯȱŘşřȬřśŚǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŗcȱ 「エスニック・アートとイヌイット文化の表象― ŗşşş年度民博特別展示との関連で」
中牧弘充（編）『国立民族学博物館研究報告別冊―アートと民族文化の表象』ŘŘǰȱppǯȱ
śŝȬŝŝǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŘaȱ 「カナダ極北地域における海洋資源をめぐる紛争―ヌナヴィク地域のシロイルカ資
源を中心に」秋道智彌、岸上伸啓（編）『紛争の海―水産資源管理の人類学』ǰȱppǯȱ
ŘşśȬřŗŚǯȱ人文書院 ǯ

　ŘŖŖŘbȱ 「カナダ・イヌイット社会におけるキリスト教の展開とその諸影響について―ヌナ
ヴィク地域の事例を中心に」杉本良男（編）『宗教と文明化』（ŘŖ世紀における諸民族
文化の伝統と変容 ŝ）ǰȱppǯȱŗŚřȬŗśŞǯȱドメス出版 ǯ

　ŘŖŖŘcȱ “LivingȱasȱanȱInukȱinȱMontrealǱȱSocialȱNetworksȱandȱResourceȱSharingǯ”ȱ北海道教育大
学（編）『人文論究』ŝŗǰȱppǯȱŝřȬŞŚǯȱ函館人文学会 ǯ

　ŘŖŖŘdȱ 「カナダ極北地域における海洋資源の汚染問題―その現状と文化人類学者の役割」『国
立民族学博物館研究報告』ŘŝǻŘǼǰȱppǯȱŘřŝȬŘŞŗǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŘeȱ 「ŗŞȬŘŖ世紀におけるベーリング海峡地域の先住民交易と社会組織」佐々木史朗（編）『開
かれた系としての狩猟採集社会』（国立民族学博物館調査報告 řŚ）ǰȱppǯřşȬśŖǯȱ国立民族
学博物館 ǯ

　ŘŖŖřaȱ 「狩猟採集民社会における食物分配―諸研究の紹介と批判的検討」『国立民族学博物
館研究報告』ŘŝǻŚǼǰȱppǯȱŝŘśȬŝśŘǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖřbȱ 「狩猟採集民社会における食物分配の類型について―『移譲』、『交換』、『再・分配』」
『民族學研究』ŜŞǻŘǼǰȱppǯȱŗŚśȬŗŜŚǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŘŖŖřcȱ 「カナダ極北圏ヌナヴィク地域におけるシロイルカ資源の共同管理について」岸上伸
啓（編）『海洋資源の利用と管理に関する人類学的研究』（国立民族学博物館調査報告
ŚŜ）ǰȱppǯȱŗŖŗȬŗŘşǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖřdȱ 「海洋資源の利用と管理に関する人類学的研究」岸上伸啓（編）『海洋資源の利用と管
理に関する人類学的研究』（国立民族学博物館調査報告 ŚŜ）ǰȱppǯȱŝȬŚŜǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŚaȱ “Culturalȱ andȱEthnicȱ Identitiesȱofȱ Inuitȱ inȱCanadaǯ”ȱ Inȱ IrimotoȱTakashiȱ andȱYamadaȱ
Takakoǰȱ edsǯǰȱCircumpolarȱEthnicityȱ andȱ Identityȱ ǻSenriȱEthnologicalȱStudiesǰȱ ŜŜǼǰȱppǯȱ
ŞŗȬşřǯȱOsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ

　ŘŖŖŚbȱ 「カナダ・イヌイット社会におけるメディアの利用について―ヌナヴィク地域の事例
を中心に」『人文論究』ŝřǰȱppǯȱŗŝȬřŗǯȱ北海道教育大学 ǯ

　ŘŖŖŚcȱ “AȱNewȱTypologyȱofȱFoodȬSharingȱPracticesȱamongȱHunterȬGatherersǰȱwithȱaȱSpecialȱ
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Focusȱonȱ InuitȱExamplesǯ”ȱ Journalȱ ofȱAnthropologicalȱResearchȱ ŜŖǻřǼǰȱppǯȱ řŚŗȬřśŞǯȱ
UniversityȱofȱNewȱMexicoǯ

　ŘŖŖŚdȱ “TrendsȱinȱNativeȱNorthȱAmericanȱStudiesȱinȱJapanȱsinceȱtheȱŗşşŖsǯ”ȱInȱJapaneseȱReviewȱ
ofȱCulturalȱAnthropologyȱśǰȱppǯȱşŗȬŗŘŗǯȱJapaneseȱSocietyȱofȱCulturalȱAnthropologyǯ

　ŘŖŖśaȱ 『イヌイット―「極北の狩猟民」のいま』ȱ中央公論新社 ǯ

　ŘŖŖśbȱ “CoȬManagementȱ ofȱ BelugaȱWhalesȱ inȱNunavikȱ ǻArcticȱQuebecǼǰȱCanadaǯ”ȱ Inȱ
KISHIGAMIǰȱNǯȱ andȱ Jǯȱ SAVELLEȱ ǻedsǯǼȱ IndigenousȱUseȱ andȱManagementȱ ofȱMarineȱ
Resourcesȱ ǻSenriȱEthnologicalȱStudiesȱŜŝǼǰȱppǯȱ ŗŘŗȬŗŚŚǯȱOsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱ
Ethnologyǯ

　ŘŖŖścȱ 「日本人による北アメリカ先住民研究の動向について― ŗşşŖ年代以降を中心に」北
海道教育大学（編）『人文論究』ŝŚǰȱppǯȱŗřȬŚŘǯȱ函館人文学会 ǯ

　ŘŖŖśdȱ 「カナダ極北の先住民族イヌイット」岸上伸啓（編）『極北（世界の食文化 ŘŖ）』ǰȱppǯȱ
ŗŘŗȬŗśşǯȱ農山漁村文化協会 ǯ

　ŘŖŖśeȱ 「ケベック州のクリーとイヌイト―狩猟採集民社会の再生と変容」富田虎男、スチュ
アートȱヘンリ（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ
　北米』ǰȱppǯȱŘŝŝȬŘşŖǯȱ明石書店 ǯ

　ŘŖŖŜaȱ 「カナダ・イヌイットの食物分配に関する文化人類学的研究―先住民社会の変容と再
生産」（総合研究大学院大学文化科学研究科提出博士論文）ǯ

　ŘŖŖŜbȱ 「都市イヌイットのコミュニティー形成運動―人類学的実践の限界と可能性」『文化
人類学（旧民族學研究）』ŝŖǻŚǼǰȱppǯȱśŖśȬśŘŝǯȱ日本文化人類学会 ǯ

　ŘŖŖŜcȱ “InuitȱSocialȱNetworksȱinȱanȱUrbanȱSettingǯ”ȱ InȱPǯȱSTERNȱandȱLǯȱSTEVENSONȱǻedsǯǼȱ
Criticalȱ InuitȱStudiesǱȱAnȱAnthologyȱ ofȱContemporaryȱArcticȱEthnographyǰȱppǯȱ ŘŖŜȬŘŗŜǯȱ
LincolnǰȱNebraskaǱȱUniversityȱofȱNebraskaȱPressǯ

　ŘŖŖŜdȱ 「イヌイトの食物分配に関する覚書」北海道立北方民族博物館（編）『環北太平洋の環
境と文化』ǰȱppǯȱŘŜśȬŘŝŜǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

　ŘŖŖŜeȱ 「北アメリカ先住民社会の現在」『季刊民族学』ŗŗŞǰȱppǯȱŚŚȬŚşǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŜfȱ 「ヌナヴィク・イヌイット社会」『季刊民族学』ŗŗŞǰȱppǯȱŝŘȬŝŝǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŜgȱ 「環境人類学」綾部恒雄（編）『文化人類学 ŘŖの理論』ǰȱppǯȱŗşŝȬŘŗŘǯȱ弘文堂 ǯ

　ŘŖŖŝaȱ 「カナダ・イヌイットの文化的アイデンティティとエスニック・アイデンティティ」煎
本孝、山田孝子（編）『北の民の人類学―強国に生きる民族性と帰属性』ǰȱppǯȱ řŝȬśŞǯȱ
京都大学学術出版会 ǯ

　ŘŖŖŝbȱ 「北方先住民の社会経済開発―カナダ・イヌイットの場合」煎本孝、山岸俊男（編）『現
代文化人類学の課題―北方研究からみる』ǰȱppǯȱŗŘŜȬŗŚşǯȱ世界思想社 ǯ

岸上伸啓（編）

　ŘŖŖřȱ 『海洋資源の利用と管理に関する人類学的研究』（国立民族学博物館調査報告 ŚŜ）ȱ国立
民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖśȱ 『極北』（世界の食文化 ŘŖ）ȱ農山漁村文化協会 ǯ

KISHIGAMIȱNobuhiroȱandȱSAVELLEǰȱJamesȱǻedsǯǼ

　ŘŖŖśȱ IndigenousȱUseȱ andȱManagementȱ ofȱMarineȱResourcesȱ ǻSenriȱEthnologicalȱStudiesȱ ŜŝǼǯȱ
OsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ
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岸上伸啓，スチュアートȱヘンリ

　ŗşşŚȱ 「現代ネツリック・イヌイット社会における社会関係について―カナダ国北西準州ペ
リーベイ村の事例を中心に」『国立民族学博物館研究報告』ŗşǻřǼǰȱppǯȱ ŚŖśȬŚŚŞǯȱ国立民
族学博物館 ǯ

北沢方邦

　ŗşŝŜȱ 『ホピの太陽―現代文明批判』ȱ研究社 ǯ

　ŗşşŘȱ 『蛇と太陽とコロンブス―アメリカインディアンに学ぶ脱近代』ȱ農山漁村文化協会 ǯ

　ŗşşśȱ 『歳時記のコスモロジー―時の声を聴く』ȱ平凡社 ǯ

　ŗşşŜȱ 『ホピの聖地へ―知られざる「インディアンの国」』ȱ東京書籍 ǯ

　ŘŖŖśȱ 「ホピ―精緻な宇宙論体系を持つ部族」富田虎男、スチュアートȱヘンリ（編）『講座
世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ　北米』ǰȱppǯȱŗşŚȬŘŖŜǯȱ明石
書店 ǯ

木村武史

　ŗşşŜȱ 「『母なる大地』を巡って―ホデノサウニ（イロクォイ）神話の宗教史学的解釈の一
試み」『宗教研究』ŝŖǻŘǼǰȱppǯȱŘśȬŚŝǯȱ日本宗教学会 ǯ

　ŗşşŞȱ 「太陽と大地の象徴的結合―アパッチ成年式における少女」『山口大学哲学研究』ŝǰȱ
ppǯȱŗŗřȬŗŚŞǯȱ山口大学 ǯ

　ŘŖŖŖȱ 『北米先住民ホティノンションーニ（イロクォイ）神話の研究』ȱ大学教育出版 ǯ

　ŘŖŖŚaȱ 「北米先住民ホピのマーサウを巡る歴史と神話」荒木美智雄（編）『世界の民衆宗教』ǰȱ
ppǯȱŗŖŝȬŗřŘǯȱミネルヴァ書房 ǯ

　ŘŖŖŚbȱ 「ホデノショニ（イロクォイ）社会の『宗教』」『アメリカ研究』řŞǰȱppǯȱŗȬŗşǯȱアメリカ学会 ǯ

　ŘŖŖśȱ 「ネイティブの諸結社―ホデノショニ連邦」綾部恒雄（編）『クラブが創った国アメ
リカ』ǰȱppǯȱŝŘȬŞřǯȱ山川出版社 ǯ

久保田亮

　ŘŖŖśȱ 「儀礼とダンスの断絶―宣教師の活動をめぐるアラスカ先住民ユピックの歴史認識」
『東北人類学論壇』ŚǰȱppǯȱŗȬŘŖǯȱ東北大学大学院文学研究科文化人類学研究室 ǯ

　ŘŖŖŜȱ 「社交期としての冬―冬季娯楽行事にみるユッピック／チュピック社会生活の変化と
持続」『東北人類学論壇』śǰȱppǯȱŗȬŗŝǯȱ東北大学大学院文学研究科文化人類学研究室 ǯ

呉人　恵・齋藤玲子

　ŘŖŖśȱ 「トナカイ遊牧民コリャークの植物利用に関するレポート」『北海道立北方民族博物館
研究紀要』ŗŚǰȱppǯȱŜřȬşŘǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

小谷凱宣

　ŗşŝŚȱ 「アラスカの初期人類の文化とその自然環境」『法文論叢文科篇』řřǰȱppǯȱŗȬřŘǯȱ熊本大学
法文学会 ǯ

　ŗşŞřȱ 「ベリンジアからみた新大陸文化起源の諸問題」『国立民族学博物館研究報告』ŞǻŘǼǰȱppǯȱ
ŚŞşȬśŘŖǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŗşŞŜȱ 「極北・亜極北」日本民族学会（編）『日本の民族学 ŗşŜŚȬŗşŞř』ǰȱppǯȱŘŖŘȬŘŖśǯȱ弘文堂 ǯ

　ŗşşŖȱ 「アラスカ原住民の生活の変遷―＜アラスカ原住民要求解決法＞をめぐって」阿部年
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晴、伊東亜人、荻原真子（編）『民族文化の世界―社会の統合と動態』（下巻）ǰȱppǯȱ
śşśȬŜŗŘǯȱ小学館 ǯ

KOTANIȱYoshinobuȱandȱWORKMANǰȱWilliam

　ŗşŞŖȱ AlaskaȱNativeȱCultureȱ andȱHistoryȱ ǻSenriȱEthnologicalȱStudiesȱŚǼǯȱOsakaǱȱNationalȱ
MuseumȱofȱEthnologyǯ

齋藤玲子

　ŗşşřȱ 「北方諸民族における現代の民族芸術研究への課題―イヌイト・アートの商品化の歴
史を中心に」『北海道立北方民族博物館研究紀要』ŘǰȱppǯȱŞşȬŗŖŘǯȱ北海道立北方民族博物
館 ǯ

　ŗşşŝȱ 「コペンハーゲン・グリーンランドにおけるイヌイト民族資料調査概報」『北海道立北
方民族博物館研究紀要』ŜǰȱppǯȱŗŚŝȬŗŜŜǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

　ŗşşŞȱ 「極北地域における毛皮革の利用と技術」『北海道立北方民族博物館研究紀要』ŝǰȱppǯȱ
ŜşȬşŘǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

　ŘŖŖŖȱ 「アラスカ観光に挑むトーテムポールの人びと」『北方圏』ŗŗŗǰȱppǯȱŗŘȬŗŜǯȱ社団法人北方
圏センター ǯ

　ŘŖŖŜaȱ 「北極地域における毛皮革の利用と技術」北海道立北方民族博物館（編）『環北太平洋
の環境と文化』ǰȱppǯȱŜśȬŞřǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

　ŘŖŖŜbȱ 「北西海岸先住民と観光―サケとトーテム・ポールを資源に」『季刊民族学』ŗŗŞǰȱppǯȱ
ŞŜȬŞşǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŜcȱ 「カナダ北西海岸先住民に関連した博物館の概況」『北海道立北方民族博物館研究紀要』
ŗśǰȱppǯȱŞśȬşŚǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

新保　満

　ŗşŜŝȱ 「カナダ・インディアンの同化に対する寄宿学校の貢献とその限界」『民族學研究』
řŘǻřǼǰȱŗşşȬŘŖşǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŗşŜŞȱ 『カナダ・インディアン―滅びゆく少数民族』ȱ三省堂 ǯ

　ŗşşřȱ 『カナダ先住民デネーの世界―インディアン社会の変動』ȱ明石書店 ǯ

　ŗşşşȱ 「デネー社会の変容―都市移住を志向する先住民社会」青柳清孝、松山利夫（編）『先
住民と都市―人類学の新しい地平』ǰȱppǯȱŗŞŖȬŗşŚǯȱ青木書店 ǯ

　ŘŖŖŝȱ 「カナダ・デネーの教育」綾部恒雄（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピー
プルズの現在― ŗŖ　失われる文化・失われるアイデンティティ』ǰȱppǯȱřřŘȬřŚřǯȱ明石
書店 ǯ

新保満、シンサ・アン・ストラザーズ

　ŗşşşȱ 『変貌する先住民社会と学校教育―カナダ北西準州デネーの事例』ȱ御茶の水書房 ǯ

スチュアートȱヘンリ　STEWARTǰȱHenry（本多俊和）

　ŗşŞśȱ 「先史エスキモー文化の装飾について―極北 ŚǰŖŖŖ年間の『美術史』序説」『古代』
ŞŖǰȱppǯȱŚŚŞȬŚŝśǯ

　ŗşŞşȱ 「エスキモー／インディアンの交渉小史―民族とエスニシティの原像を探って」北方
言語・文化研究会（編）『民族接触―北の視点から』ǰȱppǯȱŗŖŖȬŗŘŜǯȱ六興出版 ǯ
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　ŗşşŖȱ 「伝統ネツリック・イヌイットのイヌクシュクによるカリブー猟―民族学と考古学の
はざま」『民族學研究』śśǻŗǼǰȱppǯȱŝśȬŞŜǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŗşşŗaȱ 「食料分配における男女の役割分担について―ネツリック・イヌイット社会における
獲物・分配・世界観」『社会人類学年報』ŗŝǰȱppǯȱŗŗśȬŗŘŝǯȱ東京都立大学社会人類学会 ǯ

　ŗşşŗbȱ 『北アメリカ大陸先住民族の謎』ȱ光文社 ǯ

　ŗşşŘȱ 「ネツリック・イヌイットの漁労―夏の簗漁を中心に」『北海道立北方民族博物館研
究紀要』ŗǰȱppǯȱřŗȬśŘǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

　ŗşşřaȱ 「ネツリック・イヌイット社会における春の生業― ś～ Ŝ月のカリブー猟と漁労を
中心に」『北海道立北方民族博物館研究紀要』ŘǰȱppǯȱŗřȬřŜǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

　ŗşşřbȱ 「アリュート民族のミイラ風習―樺太アイヌのミイラと比較して」日本ミイラ研究グ
ループ（編）『日本・中国ミイラ信仰の研究』ǰȱppǯȱřřřȬřśŚǯȱ平凡社 ǯ

　ŗşşřcȱ 「イヌイットか、エスキモーか―民族呼称の問題」『民族學研究』śŞǻŗǼǰȱppǯȱ ŞśȬŞŞǯȱ日
本民族学会 ǯ

　ŗşşřdȱ 「極北地帯の石干見―特殊な簗に関する民俗学・考古学的研究」『史觀』ŗŘŞǰȱppǯȱ
ŜŚȬŝşǯȱ早稲田大学史学会 ǯ

　ŗşşŚȱ 「アメリカインディアン―先住民忍従の五〇〇年」『ブリタニカ国際大百科事典』第
一巻 ǰȱppǯȱřŞŖȬřşŚǯȱTBSブリタニカ ǯ

　ŗşşŜaȱ 「ツンドラの人類学―北アメリカ大陸極北のイヌイットとエスキモー」『昭和女子大
学国際文化研究所紀要』ŘǰȱppǯȱŚśȬśŗǯȱ昭和女子大学 ǯ

　ŗşşŜbȱ 「現在の狩猟採集民にとっての生業生活の意義」スチュアートȱヘンリ（編）『採集狩猟
民の現在―生業文化の変容と再生』ǰȱppǯȱŗŘśȬŗśŚǯȱ言叢社 ǯ

　ŗşşŝaȱ 「北部ケベックの先住民―二つのマジョリティに翻弄されるイヌイットとインディア
ン」西川長夫、渡辺公三、ガバン・マコーマック（編）『多文化主義・多言語主義の現
在―カナダ・オーストラリア・そして日本』ǰȱppǯȱŗŖşȬŗřŘǯȱ人文書院 ǯ

　ŗşşŝbȱ 「先住民運動―その歴史、展開、現状と展望」青木保他（編）『紛争と運動』（岩波講
座文化人類学　第六巻）ǰȱppǯȱŘŘşȬŘśśǯȱ岩波書店 ǯ

　ŗşşŞaȱ 「民族呼称とイメージ―『イヌイト』の創成とイメージ操作」『民族學研究』ŜřǻŘǼǰȱ
ppǯȱŗśŗȬŗśşǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŗşşŞbȱ 「先住民族が成立する条件―理念から現実への軌跡」清水昭俊（編）『周辺民族の現在』ǰȱ
ppǯȱŘřśȬŘŜřǯȱ世界思想社 ǯ

　ŗşşŞcȱ 「現代社会を生きる先住民―＜狩猟する＞カナダ・イヌイト」原尻英樹（編）『世界
の民族―「民族」形成と近代』ǰȱppǯȱŗŝřȬŗşŖǯȱ放送大学教育振興会 ǯ

　ŗşşşaȱ 「＜民族＞、そしてその周辺」『民族學研究』ŜřǻŚǼǰȱppǯȱŚŘŖȬŚŘşǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŗşşşbȱ 「都市の＜インディアン＞―カナダとアメリカの政策と先住民の都市化」青柳清孝、
松山利夫（編）『先住民と都市―人類学の新しい地平』ǰȱppǯȱŗŜřȬŗŝşǯȱ青木書店 ǯ

　ŘŖŖŖaȱ 「カナダ・イヌイト社会の分業と男女関係」川崎賢子、中村陽一（編）『アンペイド・ワー
クとは何か』ǰȱppǯȱŘŖŞȬŘŘŚǯȱ藤原書店 ǯ

　ŘŖŖŖbȱ 「先住民をめぐる社会科教科書の記述―日本とカナダの比較研究」『昭和女子大学国
際文化研究所紀要』ŜǰȱppǯȱŜřȬŘśśǯȱ昭和女子大学 ǯ

　ŘŖŖŘaȱ “Ethnonymsȱ andȱ ImagesǱȱGenesisȱ ofȱ theȱ‘Inuit’ȱ andȱ ImageȱManipulationǯ”ȱ Inȱ
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HenryȱStewartǰȱAlanȱBarnardǰȱ andȱOmuraȱKeiichiǰȱ edsǯǰȱSelfȬȱ andȱOtherȬImagesȱ ofȱ
HunterȬGatherersȱǻSenriȱEthnologicalȱStudiesȱŜŖǼǰȱppǯȱŞśȬŗŖŖǯȱOsakaǱȱNationalȱMuseumȱ
ofȱEthnologyǯ

　ŘŖŖŘbȱ “KipijuituqȱinȱNetsilikȱSocietyǱȱChangingȱPatternsȱofȱGenderȱandȱPatternsȱofȱChangingȱ
Genderǯ”ȱ InȱLǯȱFrinkǰȱRǯȱSǯȱ ShepardǰȱandȱGǯȱAǯȱReinhardtǰȱ edsǯǰȱManyȱFacesȱ ofȱGenderǱȱ
Rolesȱ andȱRelationshipsȱ throughȱTimeȱ inȱ IndigenousȱNorthernȱCommunitiesǰȱppǯȱ ŗřȬŘśǯȱ
BoulderǱȱUniversityȱPressȱofȱColoradoǯ

　ŘŖŖŘcȱ 「先住民と国民国家―カナダ・ケベック州を中心に」梶田孝道、小倉充夫（編）『国
民国家はどう変わるか』（国際社会　第三巻）ǰȱppǯȱŗşśȬŘŘřǯȱ東京大学出版会 ǯ

　ŘŖŖŘdȱ 『民族幻想論―あいまいな民族つくられた人種』ȱ解放出版社 ǯ

　ŘŖŖřaȱ 「野生と野性の誕生」スチュアートȱヘンリ（編）『「野生」の誕生―未開イメージの歴史』ǰȱ
ppǯȱŘŝȬŚşǯȱ世界思想社 ǯ

　ŘŖŖřbȱ 「野性から未開へ」スチュアートȱヘンリ（編）『「野生」の誕生―未開イメージの歴史』ǰȱ
ppǯȱŘŚŗȬŘŜřǯȱ世界思想社 ǯ

　ŘŖŖŚaȱ 「今を生きるイヌイトの老人―知識と技術の宝庫」青柳まちこ（編）『老いの人類学』ǰȱ
ppǯȱŗŗśȬŗřŜǯȱ世界思想社 ǯ

　ŘŖŖŚbȱ 「先住民年の ŗŖ年をふりかえって―協調と紛争」『文化人類学研究』śǰȱppǯȱŘȬŗřǯȱ早稲
田大学文化人類学会 ǯ

　ŘŖŖśaȱ 「グリーンランド、カナダ、アラスカ、シベリアのイヌイト―ツンドラの世界」富田
虎男、スチュアートȱヘンリ（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズ
の現在― Ŗŝ　北米』ǰȱppǯȱŘŗşȬŘřŗǯȱ明石書店 ǯ

　ŘŖŖśbȱ 「アリュート―北方の海洋民」富田虎男、スチュアートȱヘンリ（編）『講座世界の先
住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ　北米』ǰȱppǯȱŘŜŚȬŘŝŜǯȱ明石書店 ǯ

　ŘŖŖścȱ 「先住民とは何か」本多俊和、大村敬一、葛野浩昭（編）『文化人類学研究―先住民
の世界』ǰȱppǯȱŗŗȬŘŝǯȱ（財）放送大学教育振興会 ǯ

　ŘŖŖśdȱ 「民族文化としての採集狩猟活動―イヌイトの事例から」本多俊和、大村敬一、葛野
浩昭（編）『文化人類学研究―先住民の世界』ǰȱppǯȱŞŗȬşŜǯȱ（財）放送大学教育振興会 ǯ

　ŘŖŖśeȱ 「メディアと先住民―表象する側とされる側」本多俊和、大村敬一、葛野浩昭（編）『文
化人類学研究―先住民の世界』ǰȱppǯȱŘŗŗȬŘŘřǯȱ（財）放送大学教育振興会 ǯ

　ŘŖŖśfȱ 「イヌイトの＜若者＞―＜伝統＞時代」宮本みち子（編）『比較文化研究―若者とジェ
ンダー』ǰȱppǯȱśśȬŜŜǯȱ（財）放送大学教育振興会 ǯ

　ŘŖŖśgȱ 「イヌイトの＜若者＞―現状」宮本みち子（編）『比較文化研究―若者とジェンダー』ǰȱ
ppǯȱŜŝȬŞŖǯȱ（財）放送大学教育振興会 ǯ

　ŘŖŖŜȱ 「定住と生業」北海道立北方民族博物館（編）『環北太平洋の環境と文化』ǰȱppǯȱ
ŘŝŝȬŘşŗǯȱ北海道立北方民族博物館 ǯ

　ŘŖŖŝȱ 「先住権と権原―先住民族の基本的権利について」綾部恒雄（編）『講座世界の先住
民族―ファースト・ピープルズの現在― ŗŖ　失われる文化・失われるアイデンティ
ティ』ǰȱppǯȱŗřŘȬŗŚśǯȱ明石書店 ǯ

スチュアートȱヘンリ（編）

　ŗşşŜȱ 『採集狩猟民の現在―生業文化の変容と再生』ȱ言叢社 ǯ
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STEWARTǰȱHenryǰȱBARNARDǰȱAlanǰȱandȱOMURAȱKeiichiȱǻedsǯǼ

　ŘŖŖŘȱ SelfȬȱ andȱOtherȬImagesȱ ofȱHunterȬGatherersȱ ǻSenriȱEthnologicalȱStudiesȱ ŜŖǼǰȱppǯȱ ŞśȬŗŖŖǯȱ
OsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ

　ŘŖŖřȱ 『「野生」の誕生―未開イメージの歴史』ȱ世界思想社 ǯ

スチュアートȱヘンリ、大村敬一

　ŘŖŖřȱ 「『野生』をめぐるイメージの虚実」スチュアートȱヘンリ（編）『「野生」の誕生―未
開イメージの歴史』ǰȱppǯȱŗȬŘŜǯȱ世界思想社 ǯ

スチュアートȱヘンリ、岸上伸啓

　ŗşŞŜȱ 「遊びに関する研究の基礎理論（その ŗ）―伝統エスキモー社会の遊び研究への序説」
『史観』ŗŗśǰȱppǯȱŚŝȬśşǯȱ早稲田大学史学会 ǯ

　ŗşŞŝȱ 「遊びに関する研究の基礎理論（その Ř）―伝統エスキモー社会の遊び研究への序説」
『史観』ŗŗŝǰȱppǯȱŗŚȬŘŝǯȱ早稲田大学史学会 ǯ

　ŘŖŖŝȱ 「北米先住民と都市」綾部恒雄（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピープル
ズの現在― ŗŖ　失われる文化・失われるアイデンティティ』ǰȱppǯȱŘŝŗȬŘŞŚǯȱ明石書店 ǯ

スチュアートȱヘンリ、山浦清

　ŗşŞşȱ 『カナダ北西準州ペリーベイにおける考古学民族学調査概報』ȱ山本印刷 ǯ

祖父江孝男

　ŗşŝŘȱ 『アラスカ・エスキモー』ȱ社会思想社 ǯ

　ŗşŝŝȱ 『北アメリカ』（民族探検の旅　第七集）ȱ学習研究社 ǯ

高橋順一

　ŗşŞśaȱ 「沈黙の意味と汎化―カイオワ文化の場合」『民族學研究』ŚşǻŚǼǰȱppǯȱ řśŗȬřśŝǯȱ日本民
族学会 ǯ

　ŗşŞśbȱ 「マジックナンバー“Ś”―アメリカインディアンの英語談話にみる伝統的プラグマ
ティクス」『民族學研究』śŖǻŗǼǰȱppǯȱŞşȬşŜǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŗşŞŜȱ 「逆数の意味―カイオワ語逆数表示の機能主義的分析」『民族學研究』śŗǻŘǼǰȱppǯȱ
ŗşŗȬŘŖŖǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŘŖŖŘȱ 『はるかなるオクラホマ―ネイティブアメリカン・カイオワ族の物語りと生活』ȱはる
書房 ǯ

立川陽仁

　ŗşşşaȱ 「研究動向―ポトラッチ研究史と将来の展望」『社会人類学年報』Řśǰȱppǯȱ ŗŜŝȬŗŞśǯȱ東
京都立大学社会人類学会 ǯ

　ŗşşşbȱ 「クワクワカワクゥ貴族層の衰退―カナダ植民地統治期における世界観とポトラッチ
の変容」『民族學研究』ŜŚǻŗǼǰȱppǯȱŗȬŘŘǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŘŖŖŘaȱ 「サケ漁業・缶詰業とレクウィルトクの経済活動」『社会人類学年報』ŘŞǰȱppǯȱŝşȬŗŖśǯȱ東
京都立大学社会人類学会 ǯ

　ŘŖŖŘbȱ 「クワクワカワクゥはいかに漁業に参入したか―企業家の誕生、活動と戦略」『文化
人類学研究』řǰȱppǯȱŗŘŖȬŗŚŘǯȱ早稲田大学人類学会 ǯ

　ŘŖŖřȱ 「海上におけるサケの『管理』―カナダ北西海岸の先住民漁業漁師／カウンセラーに
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見られる行為と認識」岸上伸啓（編）『海洋資源の利用と管理に関する人類学的研究』（国
立民族学博物館調査報告 ŚŜ）ǰȱppǯȱŗŜŗȬŗŝŞǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŚaȱ 「カナダの北西海岸先住民にとってのサケの社会・経済的な意義―現代のクワクワ
カワクゥ漁師の経済活動に関する事例から」『国立民族学博物館研究報告』ŘşǻŘǼǰȱppǯȱ
řŖŝȬřśŘǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŚbȱ 「＜意味＞と＜型＞―ポトラッチをめぐるクワクワカワクゥ内外の視点」渡邊欣雄
（編）『世界の宴会』（『アジア遊学』Ŝŗ）ǰȱppǯȱŗŝŚȬŗŞřǯȱ勉誠出版 ǯ

　ŘŖŖśȱ 「クワクワカワクゥ―伝統と近代を生きる人びと」富田虎男、スチュアートȱヘンリ
（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ　北米』ǰȱppǯȱ
řŘŜȬřřşǯȱ明石書店 ǯ

　ŘŖŖŜȱ 「カナダ、バンクーバー島の先住民族とサケの養殖業」『季刊民族学』ŗŗŞǰȱppǯȱşŖȬşřǯȱ国
立民族学博物館 ǯ

　ŘŖŖŝȱ 『「近代産業のなかの北米先住民―クワクワカワクゥ社会におけるサケ漁業の歴史的
意義に関する人類学的研究」』（東京都立大学大学院社会科学研究科社会人類学専攻提
出博士論文）

谷本和子　TANIMOTOȱKazuko

　ŗşşŚȱ “NezȱPerceȱEldersȱandȱContemporaryȱEnculturationǯ”ȱTheȱJournalȱofȱInterculturalȱStudiesȱ
ŘŗǰȱppǯȱŞŖȬŗŖŜǰȱTheȱInterculturalȱResearchȱInstituteǯ

　ŗşşŞaȱ 「アメリカ・インディアンのアイデンティティ」清水昭俊（編）『周辺民族の現在』ǰȱ
ppǯȱŘŗŘȬŘřŚǯȱ世界思想社 ǯ

　ŗşşŞbȱ 「インディアンとして宿るティピ」佐藤浩司（編）『住まいをつむぐ』（シリーズ建築人
類学《世界の住まいを読む》ŗ）ǰȱppǯȱŞşȬŗŖŜǯȱ学芸出版社 ǯ

　ŗşşŞcȱ 「ネズ・パース・インディアンの家族機能についての一考察―核家族の限界と拡大家
族の有効性」『研究論集』ŜŝǰȱppǯȱŚŚşȬŚśŜǯȱ関西外国語大学 ǯ

　ŘŖŖŜȱ 「ヒツジがつなぐ伝統と近代―世界で一番タフなミス・コンテスト」『季刊民族学』
ŗŗŞǰȱppǯȱśŜȬŜŗǯȱ国立民族学博物館 ǯ

玉山ともよ

　ŘŖŖŜȱ 「米国南西部における先住民のウラン被爆―ラグーナ・プエブロ保留地内のジャック
パイル・ウラン鉱山を中心に」『季刊民族学』ŗŗŞǰȱppǯȱŜŘȬŜśǯȱ国立民族学博物館 ǯ

手塚　薫

　ŘŖŖřȱ 「北米大平原のバイソン利用形態の変化」『「北方文化共同事業」ŘŖŖŖȬŘŖŖŘ年度調査報
告』ǰȱppǯȱŗŞřȬŗşŜǯȱ北海道開拓記念館 ǯ

富田虎男、スチュアートȱヘンリ（編）

　ŘŖŖśȱ 『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ　北米』ȱ明石書店 ǯ

NAGATAȱShuichi　永田脩一

　ŗşŝŖȱ ModernȱTransformationȱofȱMoenkopiȱPuebloǯȱUrbanaǰȱChicagoǰȱandȱLondonǱȱUniversityȱofȱ
IllinoisȱPressǯ

馬場優子
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　ŗşşŘȱ 「掘り棒とトマホーク―イロクォイ母系制における女性の地位と役割（一）」『大妻女
子大学紀要（文系）』ŘŚǰȱppǯȱŘŝȬŚŘǯȱ大妻女子大学 ǯ

　ŘŖŖśȱ 「イロクォイ―闘い続ける森の民」富田虎男、スチュアートȱヘンリ（編）『講座世界
の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ　北米』ǰȱppǯȱśřȬŜŞǯȱ明石書店 ǯ

原ひろ子　HARAȱHiroko

　ŗşŜŝȱ 「ヘヤー・インディアンの親族名称に関する一考察」『民族學研究』řŗǻŚǼǰȱppǯȱ ŘşŝȬŘşşǯȱ
日本民族学会 ǯ

　ŗşŝŖȱ 「ヘヤー・インディアンの親族構造再考」『民族學研究』řśǻřǼǰȱppǯȱŗŜśȬŗŝŜǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŗşŝşȱ 『極北のインディアン』ȱ玉川大学出版部 ǯ

　ŗşŞŖȱ TheȱHareȱIndiansȱandȱTheirȱWorldȱǻNationalȱMuseumȱofȱManȱMercuryȱSeriesǰȱCanadianȱ
EthnologyȱPaperȱŜřǼǯȱOttawaǱȱNationalȱMuseumȱofȱCanadaǯ

　ŗşŞŘȱ 「ヘヤー・インディアンの女」綾部恒雄（編）『女の文化人類学―世界の女性はどう
生きているか』ȱ弘文堂 ǯ

　ŗşŞŜȱ 「ヘヤー社会における『テント仲間』と『身うち』」原ひろ子（編）『家族の文化誌―
さまざまなカタチと変化』ǰȱppǯȱŝȬŘŞǯȱ弘文堂 ǯ

　ŗşŞşȱ 『ヘヤー・インディアンとその世界』ȱ平凡社 ǯ

北方言語・文化研究会（早稲田大学）

　ŗşŞşȱ 『民族接触―北の視点から』ȱ六興出版 ǯ

本多俊和、大村敬一、葛野浩昭

　ŘŖŖśȱ 「共同の学問、共生の世界へ」本多俊和、大村敬一、葛野浩昭（編）『文化人類学研究
―先住民の世界』ǰȱppǯȱřŗşȬřŚŚǯȱ（財）放送大学教育振興会 ǯ

本多俊和、大村敬一、葛野浩昭（編）

　ŘŖŖśȱ 『文化人類学研究―先住民の世界』（財）放送大学教育振興会 ǯ

牧田満知子

　ŗşşŝȱ 「文化としての両性具有―北米インディアン（zuniȱȦȱcrow）における両儀的性役割の
考察」『アメリカ研究』řŗǰȱppǯȱŗśŝȬŗŝŚǯȱアメリカ学会 ǯ

　ŗşşŞȱ 「先住民族と環境保護―ズニ族（NewȱMexico州）保護プロジェクトにおける伝統文
化の維持と持続可能な開発」『地球環境研究』ŚŚǰȱppǯȱşȬŘŞǯȱ地球環境財団 ǯ

　ŗşşşȱ 「先住民族の文化的独自性と連邦憲法―サンタクララ族対マルチネス事件（ŗşŝŞ年）
に関する一考察」『同志社アメリカ研究』řśǰȱppǯȱŗŘŝȬŗřŝǯȱ同志社大学アメリカ研究所 ǯ

　ŘŖŖŖȱ 「環境との共生をめざすアメリカ先住民族文化―ズニ族環境保護プロジェクト
（ニューメキシコ州／アメリカ）の現状についての一考察」『環境社会学研究』Ŝǰȱppǯȱ
ŗŜřȬŗŝŝǯȱ環境社会学会 ǯ

馬籠久美子

　ŗşşşȱ 「美しき道の教え―北米・ディネの強制移住問題」原田勝弘、下田平裕身、渡辺秀樹
（編）『環太平洋先住民族の挑戦―自治と文化再生をめざす人びと』（世界人権問題叢
書 Řŝ）ǰȱppǯȱŗşȬŜŗǯȱ明石書店 ǯ

益子待也　MASHIKOȱMachiya
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　ŗşŞŘȱ 「ポトラッチの神話学―トリンギット族における死と再生の論理」『民族學研究』
ŚŝǻřǼǰȱppǯȱŘŘŗȬŘŚŚǯȱ日本民族学会 ǯ

　ŗşşŘȱ 「トリンギットの社会と儀礼―南東アラスカの『ポトラッチ』における言葉の交換」
岡田宏明、岡田淳子（編）『北の人類学―環極北地域の文化と生態』ǰȱppǯȱ ŝşȬŗŖśǯȱア
カデミア出版会 ǯ

　ŗşşřȱ 「鮭の村を訪れた少年―北米北西沿岸インディアンの異界訪問譚」『口承文藝研究』
ŗŜǰȱppǯȱŘşȬŚŞǯȱ日本口承文芸学会 ǯ

　ŘŖŖŘȱ 「『ポトラッチ』の観念について（下）」『金沢学院大学文学部紀要』ŝǰȱppǯȱśŖȬŝŖǯȱ金沢学
院大学 ǯ

　ŘŖŖśȱ 「トリンギット―過去と現在」富田虎男、スチュアートȱヘンリ（編）『講座世界の先
住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ　北米』ǰȱppǯȱŘşŗȬřŖŝǯȱ明石書店 ǯ

　ŘŖŖŜȱ “AȱComparativeȱStudyȱofȱRavenȱMythsȱinȱtheȱNorthȱPacificȱRegion”ȱ金沢学院大学紀要
委員会（編）『金沢学院大学紀要ȱ文学・美術編』ŚǰȱppǯȱŚřȬśŝǯȱ金沢学院大学 ǯ

水野由美子

　ŘŖŖśȱ 「プエブロ―文化継承のための戦略と課題」富田虎男、スチュアートȱヘンリ（編）『講
座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ　北米』ǰȱppǯȱŗŜřȬŗŝŝǯȱ明
石書店 ǯ

宮岡伯人　MIYAOKAȱOsahito

　ŗşŜŗȱ 「エスキモー言語学の展望」『民族學研究』ŘŜǻŗǼǰȱppǯȱşŜȬşşǯȱ日本民族学協会 ǯ

　ŗşŜŜȱ 「エスキモー語の音位転倒」『小樽商科大学人文研究』řŗǰȱppǯȱşŝȬŗŘśǯȱ小樽商科大学 ǯ

　ŗşŜŝȱ 「エスキモー語の二つの廃用接尾辞について」『小樽商科大学人文研究』řřǰȱppǯȱ şşȬŗŗŝǯȱ
小樽商科大学 ǯ

　ŗşŝŞȱ 『エスキモーの言語と文化』ȱ弘文堂 ǯ

　ŗşŞŖȱ “AlaskaȱNativeȱLanguagesȱ inȱTransitionǯ”ȱ InȱKOTANIȱYoshinobuȱandȱWilliamȱ
WORKMANǰȱedsǯǰȱAlaskanȱNativeȱCultureȱ andȱHistoryȱ ǻSenriȱEthnologicalȱStudiesȱŚǼȱ ǰȱ
ppǯȱŗŜşȬŘŖřǯȱOsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ

　ŗşŞřȱ 「言語の分化から見た故土―エスキモーとインディアン」和田祐一、崎山理（編）『言
語人類学』（現代の人類学 ř）ǰȱppǯȱŗŗŘȬŗŘŞǯȱ至文堂 ǯ

　ŗşŞśȱ 「Aǯȱピナールと極北諸語関係資料」北海道大学文学部附属北方文化研究施設（編）『北
方文化研究』ŗŝǰȱppǯȱŗŚŗȬŗŜŚǯȱ北海道大学 ǯ

　ŗşŞŜȱ 「エスキモー語の能格性」『言語研究』şŖǰȱppǯȱşŝȬŗŗŞǯȱ日本言語学会 ǯ

　ŗşŞŝȱ 『エスキモー―極北の文化誌』ȱ岩波書店 ǯ

　ŗşşŘȱ 「環北太平洋の言語」宮岡伯人（編）『北の言語―類型と歴史』ǰȱppǯȱřȬŜśǯȱ三省堂 ǯ

　ŗşşŚȱ “TheȱYupikȱWorldȱSeenȱThroughȱLinguisticȱDemonstrativesǯ”ȱ Inȱ IrimotoȱTakashiȱandȱ
YamadaȱTakakoǰȱedsǯǰȱCircumpolarȱReligionȱandȱEcologyǱȱAnȱAnthropologyȱofȱtheȱNorthǰȱppǯȱ
ŘřŚȬŘŚşǯȱTokyoǱȱUniversityȱofȱTokyoȱPressǯ

　ŗşşŜȱ “SketchȱofȱCentralȱAlaskanȱYupikǰȱ anȱEskimoanȱLanguageǯ”ȱ Inȱ IǯȱGoddardǰȱ edǯǰȱ
LanguagesȱǻHandbookȱofȱNorthȱAmericanȱIndiansȱŗŝǼǰȱppǯȱřŘśȬřŜřǯȱWashingtonǰȱDǯȱCǯǱȱ
SmithsonianȱInstitutionǯ
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　ŗşşŝȱ “MorphologicalȱAnomalyȱofȱCentralȱAlaskanȱYupikȱǻEskimoǼ”ȱ『京都産業大学国際言語
科学研究所所報』ŗŞǰȱppǯȱřŗȬŚśǯȱ京都産業大学 ǯ

　ŘŖŖŖȱ “MorphologieȱVerbaleȱ enȱYupikȱAlaskanȱCentralǯ”ȱ InȱNicoleȱTersisȱ andȱMicheleȱ
Therreirǰȱ edsǯǰȱLesȱLanguesȱEskaleoutesǱȱSiberieǰȱAlaskaǰȱCanadaǰȱGroenlandǰȱppǯȱ ŘŘśȬŘŚŞǯȱ
ParisǱȱCentreȱNationalȱdeȱlaȱRecherchesȱScientifiqueǯ

　ŘŖŖŘȱ 『「語」とはなにか―エスキモー語から日本語をみる』ȱ三省堂 ǯ

　ŘŖŖŝȱ 「先住民言語・多様な思考の危機」綾部恒雄（編）『講座世界の先住民族―ファースト・
ピープルズの現在― ŗŖ　失われる文化・失われるアイデンティティ』ǰȱppǯȱŘŝȬŚřǯȱ明
石書店 ǯ

宮岡伯人（編）MiyaokaȱOsahitoȱǻedǯǼ

　ŗşşŘȱ 『北の言語―類型と歴史』ȱ三省堂 ǯ

山田　亨　YAMADAȱToru

　ŘŖŖřȱ “CourtȱRulingsǰȱAboriginalȱTitleȱ andȱTreatyȱNegotiationȱChallengesȱ inȱBritishȱ
Columbiaǯ”ȱ『筑波大学地域研究』Řř，ppǯȱşŝȬŗŗŝǯȱ筑波大学地域研究研究科 ǯ

　ŘŖŖśȱ 「ニスガーとシーシェルト―自治権を持つ北西沿岸の先住民」富田虎男、スチュアー
トȱヘンリ（編）『講座世界の先住民族―ファースト・ピープルズの現在― Ŗŝ　北米』ǰȱ
ppǯȱřŖŞȬřŘśǯȱ明石書店 ǯ

和智綏子　WACHIȱYasuko

　ŗşşŚȱ WhatȱComesȱNextǵȱNativeȱAmericansȱ ofȱSanȱDiegoȱCountyǱȱAȱStudyȱ ofȱUncertaintyȱ forȱ
anȱEthnicȱMinorityȱGroupȱ ofȱSouthernȱCaliforniaǯȱPhǯȱDǯȱDissertationǰȱUniversityȱofȱ
CaliforniaǰȱSanȱDiegoǯ

　ŗşşşȱ 「南カリフォルニア・インディアンと都市社会―文化保存と民族アイデンティティ
の諸問題」青柳清孝、松山利夫（編）『先住民と都市―人類学の新しい地平』ǰȱppǯȱ
ŘŘşȬŘŚŝǯȱ青木書店 ǯ

　ŘŖŖŖaȱ 「イヌイット神話の中のセドナ―少女と犠牲についてのジェンダー化された共同体
の記憶の＜置き換え＞に関する一試論」『環太平洋女性学研究会会報 Rim』ŘǻŘǼǰȱppǯȱ
ŘŝȬŚŘǯȱ城西大学 ǯ

　ŘŖŖŖbȱ 「北米先住民の女性像に見るメディアとジェンダー―百年前の世紀転換期の『ラモナ』
を今読み直す」『城西国際大学大学院紀要』ŚǰȱppǯȱŗȬřŗǯȱ城西国際大学 ǯ

渡辺操、岡正雄、杉原荘介

　ŗşŜŗȱ 『アラスカ―明治大学アラスカ学術調査団』ȱ古今書院 ǯ

渡部　仁

　ŗşŞŞȱ 「北太平洋沿岸文化圏―狩猟採集民からの視点Ⅰ」『国立民族学博物館研究報告』
ŗřǻŘǼǰȱppǯȱŘşŝȬřśŜǯȱ国立民族学博物館 ǯ

　ŗşşŘȱ 「北洋沿岸文化圏―狩猟採集民文化の共通性とその解釈問題」宮岡伯人（編）『北の
言語―類型と歴史』ǰȱppǯȱŜŝȬŗŖŝǯȱ三省堂 ǯ

KEENǰȱIanȱandȱYAMADAȱTakakoȱǻedsǯǼ

　ŘŖŖŗȱ Identityȱ andȱGenderȱ inȱHuntingȱ andȱGatheringȱSocietiesȱ ǻSenriȱEthnologicalȱStudiesȱ śŜǼǯȱ
OsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ
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WENZELǰȱGeorgeȱWǯǰȱGreteȱHovelsrudȬBrodaǰȱandȱKISHIGAMIȱNobuhiroȱǻedsǯǼ

　ŘŖŖŖȱ TheȱSocialȱEconomyȱofȱSharingǱȱResourceȱAllocationȱ andȱModernȱHunterȬGatherersȱ ǻSenriȱ
EthnologicalȱStudiesȱśřǼǯȱOsakaǱȱNationalȱMuseumȱofȱEthnologyǯ
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